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3. 外I1司人研究打苛の受入れ (1996・97'.1::1支)

氏~ ・ p苅kt! . 身分

1ミS.Paricha 
(ジャワハJレラル ・ネルーλJF・院'10
1可、1-:
(巾11.1大学外|吋政争院[].-t.J在学科 ・助

教授)

Ahmel i'"leLe Tuncoku 
(11'*工科大争(7:.-カラ〉 ・教綬)

去を tlfl支
(rt央研究院11企史j!?υ研究明 ・品IJ研究

LD 
がJ I時 b:i
{後111大学校 ・必骨!i)
μ; 叶;艶

(;ltJ;(外UlJ島大手':~υ瓦 11本学研究:(I J心 ・
泌日市〉

Moch同 n，Achmad K. P. 
(凶.it巨大学派ili研究J.J.インドネシ7

戦略同際附~liJf究所}

I ~I * ~史
(:!.l;1司教欣送(CsS)・政治郎記者〉

1>' 1V1 Hl 
(iIfoJli大乍校史学科 ・話q教綬)

Paul ~availh 

(リヨンA:7=~史系 ・ 1t9l:候補'1:)
lndra de Sovsa 
(凶述大学派逃研究11/7ラパマ大午

時 1:溢れ)

f2Jと制
([1'111大学外lをもE学院 ・E記録 ・教綬)

Srinivasa Chakravarl hy Dasari 
{ジャワハルラル ・ネル-A'1:!U 7ジ

7研究センター)

成拘l 、~j.
〈社会将乍~近代史研究所 ・ 研究w
Karl. G. Genh 
(ハーパートA:";tl絞史学部 ・院'j;)

Marina ArlalI 

(1司主li大?:派.il1研究uヱセ， ? ̂)， 
'{:行政官官)

』定賢強
<f司、7 シンガポールJ\.戸j':'I'LliI学部1 ・ ;J~
飾)

線作
(<I'IIJA'やl'山学術研究所 ・教俊)

ヒ暁 fYl
( '(!U!O申範大学"，[ぬ17文?:系 ・教綬)

JlIJ 1m 研究ぷ泌

1996. 5. 1 11本の対外銀助政策

-97. 5.31 
1996. 6. 10 中川.iII代俄教思潮に放lました[J本仰

-96. 7. 1 教について

1996. 6. 14 U 1近代化比絞研究

-96.10.16 

1996. 6. 15 41H文字.iSt系統の研究

-97. 6.30 

1996. 7. 1 東アジア炎弘樹論のIヰ検，;.t
-98. 7. 9 
1996. 7. 1 LI本の巾世における道家恕忽の受王宝

~鈍. 7.31 
1996.11.1 
-97. 3. 1 
1997. 7. 1 
-97. 8.31 
1997. 11. 1 
-98. 3.31 
1996. 7. 1 The Poace.procc.. in Cambodia : [he 
-96. 11. 13 challenge LO .nd respon，e froon 

ASEA'¥ 
1996. 7. 1 政治主袋と法治 1:義 紛凶の政治

-98. 6.30 術進と文化を小心に

1996. 9. 1 .vl鮮時代のf.Il止!と近代以後彼・らの進

-97. 8.31 出についての比絞史的考察

1996. 9. 1 1:向け本入社会史 1895-1945
-98. 9.30 
1996. 10. 1 Empirical Linkag山 Am。肉g Foreign 
-97. 5.1き Capila1. Democrac) and Economic 

CrowLh and Developmcm:A C即時

National Sludv 
1996. 10. 1 iT.J 11時代俳教と 11.-1>:の近代化
-97. 3.31 
1996. 10. 11 tせ界におけるLJぶの役;trIj LI 4>-.カ

-97. 3.31 ナダ関係

1996.10. 20 lJ llJr{lj~会議所の緩史比鮫
-96.12.20 
1996.11. 1 Ill(吋の経済ナゾ aナリズムと[k]l'i.i!l.¥
-97.10.31 動 1911・1937
1996.12. 1 冷戦後の政的1111協力 的郎f{I.織と

-97. 6.14 旧ユーゴ紛争を，J~例に Lて

1996.12. 2 bX.h 'J~I'I: 20lH紀初JO.IIの中11関係
-96.12. 15 

1997. 2.12 qJ凶型資本 Eみ 中i詞におけるtli
-97. 2.26 場経済の導入

1997. 3. 15 201Hh:!11J!JiIにおける文学と知殺人の

-97. 5.13 研究



氏 r，， !jI・.q.分

hJj 令 i込
(括iFI，人;γ11本I~I'冗セン Pー ・ 助数段)
金 光 1，f，

~ ill ~ぬ。hた研究院t!:":.e''!i I ;研究研 ・悩研究

日〉
仮~
{社会手、't~主人 g・院m守系 ・ I哩 1:'り
William Bradl町 Ilorton
iミ:ノカノ人向:'l! '( ~ll '教授)

R"lan Lal Chakrahort) 
(ダカ大乍防火"('1)11・rxl受)
;11， .. { J.~ 
" づ ， 必 .n

(I~)~':;'μ，(t~t ' ..r p 

Shirle、Y町、Icn¥，' !'>.lm 

メンガ芋 v " 川.:2学fl・励
子J

.~~倣iI.!.
( I'j毎社会科';>~，~~f~HWft，fi .政ititt
~学問 i 研究'1 ) 
Ch ristOph Wcmcr 
「パンベルク人γ，JI ii';動指師)

~1<降ム
(11】央研究院台~，ど白!究所 ・ 日行以bl'PJ
Jtj 雪印
『台湾入学r;:;¥L!'"合'ぷ同士Zて包・ZE母l
1教授】

CenlZ Joachilll Ale'ander 
fハイデルベル?人 (~'I'I司乍研究所 ・
研究生}

Viuingho汀i'>ala吋 hn・Pemilla
fハイテルベル7人わ1'1.1"1'耐fnlfi' 
研究品H
Kevin主laher
マ草ぜÎ~女作 ・ ]1('1'1日ImLi{t'l' ' I十羽 ・

持イ Pレ担ムi!'l" ・ .， m 
Valerie Angcl"ι・hamber.
((五h車入学派.1円僻え lヅ品平ーブ木

戸1吋際‘子研究H・r，?1.似M'J:)
休日係
(ο『小|ド川'1同4文化λ太LJ，ρ乍、

洪秋 3必5 
ゃれ史研究院近代史研究折 ・品bPl!研冗
u 
Tin Soe 
{ヤノゴノイ済人4(:，数段)

f.¥l鋭耳目
。l'央研究院hil';<J: ~f~1折 ・ 助問研究

w 
Ma時 oudDah<!r 
f レパノノ人‘:{'I~・'('t 1 '数段)

I劫 .iJi 1的
{社会干17院[I!.!，'I.史研究Fii'教授}

即IIHI 
1997， '1， 1 
-911. 1. 22 
1997， 4， 1 
-98. l31 

研究 1111m 
I~Hr人の日本研究i二ついて

11量ll"WI~命

19'17， 4， 1 7-9 [Il!t! 11み人の'INl.Il
~リ8， 3.11 

1~7. 4. 1 ql副議干'I.mmの町史}tJu;.IAぴ臼本近

-98， 3.31 !I::ii干'1観とのlt依
内97，5， 1:; -.レ-15文常と近代 fンド不 '/7の

-98， S， 11 '1，1& 
1997， 5， lu パングラヂシ a近代付泳制l弘史研究

~明， :1. I~ 

19'J7， S.20 餓!'!・本町時代lニ(1本に伝わった'1'
-9自， ，，>， 19 [せ-l<u司につuて

l'I'J7， 5.21 114>:におりる 511人労働行の社会γ
-9" ~.31 的.\\'l li

I'I'J7， 5.25 II.I"IJ小lt1:fM比絞
-97. 7，25 

1997. 5，26 イランIlIl，li ¥L!の品fll
-98， 3，31 

1997. 6， 1 明治則拍ll!~と後ぬ切手の台湾柏民
-97， b，30 政;長

)997. i. 1 附火における地ん慣例の祭記活動

-97， (1.30 

ゆ97，7. ') r {H)('Ji:iiJにいたるまでの作放{五の

-97， 8.26 I必l沼

1997， 7， ') m，f.;におけるジャーナリズム

-97， 8，26 

1~!97， B， 1 1I米安令f攻防関係にl闘する日本人の

-98. 1.31 !2滋吟迄

1 'l'J7 8. 1 アシ 7 '¥IES ，r 1におけるt1Mとf司
-98， 1，31 場

1997， 8， 15 近代11本におけるiI')外移民

-97， 9，30 
1997. !J. 1 f，fl台初期における 114>:の台湾岐民統

-98， ;1，31 治政実

1¥19，. 'J， 1 牝換問のミャンマ-Hiti
-"8. '1.18 
1!J'J7. 10. 1 台湾における11小の納氏ifHfと合的

-98， 'J_:¥1 人のl語家7イヂンチィチ f

1997. 10， 1 114>:の近代化の鮮総

-98， 9.30 

1'1'17， 10. 1 近代r1本A化的制a} ') J t (t:¥1! <IP.的地
-'18， 1， 4 iiL 

九百 研冗 .fu'f活動 5ラ
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l¥.手 .I折凶 ・身 分

E段 T.!i:
Ot会件学FふIiIN!研 J，・ k) 
;"': J(i i悲
孟 mm魁tlUlI)

/lhn'， s.JI司r

TV-'ガポール人学 ・蒜邸}

F t主 1"
(b~l ) ・関節〉
IlulII. Zh IlIl.hU (金占竹}
fへi 人宇 ・ 1'1 '1系ef~劫 f)
~'!j U 1" 

(rl'Ll I入学~i..l，ど系 ・ fl~型3

atJ ..t、({/.
('1'，1，人;乍iL4史/(:.教段}

~ j¥< 7，品
(官1"1 人ヤ1nitと;，f: ・ ，r~m

11' 受
(lIJJI何人乍人主''j.~郎史γ科 ・ l.i 1/f.<h't ) 
JOI1 Qωh  
(シンヵ，r，ールi崎、"人? ・ 政dr'?，\i~lえ}

イiZ ，111: ~ 
( 11.先日Jol'r人予 ・1月s，!J)
f↓ "封書出
( htf'J人・アH.jIとIi:・助終段}

11 a ideh Gholll i 
{昌子寸{) A.'?(えウ£ーデン);;，.Wi'
;'l!I .研究w

i開 Wl
19切i.11. 17 

-97. 11. 30 

1997.11.17 

-97.11.30 
1997. 12. 1 

-97.12.31 

1切 8. '. 1 
-'18.12.31 

1998. 2. -! 

-99. 2. 3 
IS岡田日 1.5 

-98. 2.11 
ド198. 2. ;， 
-98. 2.11 
1リ98. 2. ;， 
-98. 2.11 

1998. 2. 10 

-99. 2. 10 

1998. 2.23 
-99. 2.27 

1998. 3. 1 
-99. 2.28 

1998. 3.25 

-98. 4. 2 

1998. 3.30 
-99. 3.29 

研究.'恒凶

I(I~近代史研究情報

近代川崎研究111紺

戸ンガf，-ιにおけるW，.!i:術とド
会関係

手'lI!f'iJ{(1 '11 ().-!分の段tt;

拾え化こ.i!i教

日'!1m朋広仰の社会H前~研究

明前期仏(l!の社会lM'どEJf1l

6)J7月期悩iIlの社会Wii'とeF1E

隙重量秀の，(J.1.:出と行動

rシンガポールのモ 7'J~ 1.1 1也のH:~~
4こもle.1IJlI1ffllか7

2ιシンカポールの政治学

近代的財政;I，IH[の形成泌fll'信仰する

総IlmJの比絞研:光
I~ J I吋研究に|対する資料t.'I械の -1'_， s' 

ベース化

シャイ 7 ・サ-7'<ーの r'~!掛川』
『銭必[叫lにおける ~lj (h"<I<I)の
概念



4. 内地研修uの受入れ

l¥.y.r:必 ・身分

t 以;'. .(ば
[正ρ副!Gi知I矢~(人ヴ
1/JY~ ui 計げ爪}L ' 
Utì1.jilHW)，/{'教1守派ì" ;11Iilll~校WJ1~

m 

即I1m 研究叙泊

I~I喝. 10. 1 .1'[1.j近代之?の総合的研究
_'17. 3.:11 

1'1'17. 7. 1 1111. fi料を中心と '1る"'I'lo'.代史の
-911. ~. 17 研究

5. 11本ア:術振興会特別!研究fl(1'引J別世修 rfi)の受人れ

1!J9i 11'[支

J!; r. 研究民組

JGill U サハラ以耐の7フりカにおける必設とコミュニケ-ygンの.ijj形

JlII; ~ ，'i ，、ζ

特性

1920・30W代の'1'市l¥N外交

6.海外との似11?の・4fm・4ど倹

泌外の研究機関と.r!Uif.>t化研究所t己変1.r*戸.>tft.rセ ./7-J7Z刊』な

との4-研究所先行の岡山の待問および交~~íi ，て、る ・;!jt.'l.t; J 戸支持丸I孟

n かII~. 21 i筏l刻に及んでいる。むお. 1"'内につけては 2例機関と均I.， ・交換を

i I'っている。

市研究 ..ftl'lrlifh ラ7
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G 学内教ti参加i

1. JVF院教ff

研究所(憶力}総座

勺Lí~ ; h 乃研究H!ニ協力譲住を111 し，大.，(:~教fjを分担l し ている。

研究1:; 噂 』主

人x:H.会f{: )よ縦文化研究

Yシγ文化研究

U、γd官庁rv j，lfttufY: 
d~ifì 

料品T'yi lJU~“済

粁irl!と

総合え化 4il域文化竹下:

地J!~文化研究

~'(:/t命H? Q::'1. rmm庁学

大学院担当級官

11lfi!名

*アジ7)ゆtdi!?:

比校アジア社会文化.3・ut7Yγ社会x:

化説者 ・I対アジ7H公文化冷 ・1'4γ ジアトl

会文化e命

学際法健法学

乍際政治γ:

アジア経済

アジア経済史

比政民族Zle:

rnインド洋地域文化研究

i凡アゾ7経iif論

~.H!勺 している数日はみ;の.ìi!íりである。

1鈎6王手11

研究"

人文科・下

~I J'~ 

J正鎚文化研究

γジァx.化ωf究

iL''jt:政治γ: 政治

h'i汗'γ ~umiX

tti汗史

総合:主化 凶l~ え.ítH?

j!1凶H聖n

小JlI

f活ij;j..・信託F・宇{i!"&.、!えめ .m~{ ・ lilll

)Lhl • l活断 ・ '1 1111 • 1.トt.永パ己 ・鈴木

総谷 ・ニド]lII・後除 ・鎌fll

11It↓J・鈴木

尚矯 ・柳fi:.Tdf' 

加納

~r点 ・ l刻ふ ・ 間，j.:



地波文化科乍 経Jt・8期滞 ・中(1'・鈴本 ・W1i.羽111

~~~ " 

[!<l際社会科乍 Ilil' 111<1' 

1'I"'?系 l1l!即ア主 松I1

U・V・'1"命科学 l::l~ ・ i''iiIJ~mパワ: ));t 

1997年度

人x)1会系 J主自注文化研究 小JlI

アジア文化研究 間4・担当ド-q・1・1.1'1，..ゆ ・併1・

fi:11J .尼崎 ・I'I! .仁村 ・水/ -勺'"
.);)111 .後Sj.銭m

'J/?L攻r.r'r: 注意色法・ヲ: t~}lll 

政治 1おII • W'I' 

W~・'(: 現代経済 ~.~焔 ・ 柳10f ・ kî平

長手済史 1)11納

総('rえ{七 経域文化科乍 ，j..fJ，主 ・l河本 ・岡本

地域文化研究 恰Jt・御津 ・Ll，11!・鈴木 .1ミitl. :レ1111

i長続

国際~J 会科'y IJ'，(・IIl'T

位予'1・命科乍 農業 .fiiJ医科~乍 1);( 

1998年度

人文~I:~~長 )IH魅文化研究 小111

アジアAit研究 !川;j1>..小fr・滋ド ・-":0:'• ~，1.!111 ・ ‘Vj，~

主干 1~I . rill ・ 尼崎 ・ 自主 . ""1" 1ト!

永， I己・鈴木 ・羽111・後ι-訪れl

Jjfy-政治つ!: 政治 銘IJ • IIltlJ・鈴木

H&寺'F 現代経済 自民 ・抑f草・i止符

経済)2 初1納

総fT文化 超波文化科，，{: l幻..j.:・ry.j-i.: 

地域文化研究 総川 ・加1納 ・柳flt.I[I'I'・9合本 ・以内'

中1111・後t長

l時際社会科，，(: ));i・11111J 

{~?'l:命料γ o~ . m);(Wif乍 b;t・地本

¥1 研究・fWr活動 59 
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2. .‘(:i~iI~XTí 

~:ðtH'!勺している研究ぇタ "1 7';次の通りである

1996年目E

.l{ "1虫

法学郎

Wif学絡

sttVFR官

~~令指

lゆ997宝隼享度

えよ.，'下戸訓泌l 

;1.'戸学‘

t粁予j汗庁庁，ρ‘i毛勺;川百t

F微'~j詫を，ア字!目mi目1 

1998年度

)(. I:.l.) 

教n̂{:[;jI

ti'y:mi 

鈴\h~ . ).1 ~ ・ 4 、

鈴ボ

ムill

0;(・lI'tI・4、成 ・Ik.-t..・丸，.(， ・1己的 ・加納 ・鉱'1 ・1111";"''''、
鎌川

n;( 

，!li ~.!.tf .主筆九J・小111・1[1中・後政

111"1 

柳i'~i

川"1 ・ A~hX: . I対本 ・，:J見f事・加l納 ・，f.'j係 ・柳内!・"IIH

、l'1，う .，~ャ ・ 小111 ・ 後五

lil!・1対本 ・川11・1加納 .m事・1111J1・後藤

いふ



H 刊行物一覧

1. *作文化研究所紀~.

め1311111(1996 'Io)) JJ) 

U14と，;，j)，'ll:の往復fim

初期待i31.Iぷt!l.~の~'l!:m

142:例(主的)1ft厳『7114聖水l.ltfi.J

Yゥヴァ fヤール作 r7-Jティ ・スーディ』

111嶋降践

校JI' 11'[た

ヴムーンカタサーミ ・ナ-，$'ールれの干日沢と解説{・) 山ド 切“l

r .!(lJIi ，y， (，ll外!とjからみたql[Iq ，y，命と 11.-1，;ファシズム

アジア民族主義革命のPll念と .!Jl'~ Ijij川 ‘F 

.t~ltm J[~・fふら!と革IJ;!óJ とが紛みのわさ弓た紙{';It~の統合ぷ義特徴の分析 人(，.~ 司令子

E長引fili的文I}tci貨議 "-w) JLI G '，l;~'~'ヰ

明治則，).広Jlqチワン.淡1.I.j.l.(肢の移fLと'"I'J:化

ft*似.r講u有L ii.1 ~r.曜の!Il b市会参加l

第 1321111(1997if2JJ) 

r!!I-H紙百とその失敗

本の地んi"tê{監察制般にはられる:つの)~'J (ー)

必と I)~の狭uaて.- 仰)l:í~1ζJ~ける ~1大井"I 1)包

F仰年i泌且の4拘初11父!問局4悩ihu量i品!

その家系. 'Hf.波ひ人物像について

~}jtと処ú?<Þ ( :)ーーインポングK!1J1J1

III(碕の1耐~l係去に関する J5Z4

m，J~ rエリュトラ一泊j案内記』

お1331111(1997年3)])

泌代 rJIIi!試行部jJ巧

小説と fj，~ ~よ: 斜迅 r~111判、J発火時』以ぬ

附'iHlH持域の11入居住地

γ。ヴァィヤール{乍『アーヲティ ・スーディ』

総池延町i

山本 数

山内弘 e

総l品j 俊m
~III 光~'{

M~ 弘 f

鰍oJJiiJ'

t~l" Jr.U~&J 

副総伶 F

4よIe: .i.i!J~ 

明研究 .ftfl活動 61 
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ウ〉ーンカ 9サーミ ・ナーッタール註の干IJ沢と解説(:) IIJド r'i，司
Die ¥¥'ehemsa伊 ngder Ik~\'åku-k!lnjge 

"¥ ，mi Jalakaテキスト形成!と研究

ヴィテーハ Eによる'1・liiiの火以.lJi11l1

待港住民の政:花火:持に|対Jる 4 巧然

れPl!í[ì訊Il~1 さ 1& り，J:Jftの結集を約まえて

J! '1吋人民解般市の幸子iIi活必

丸I己'l;i-~.~教授時tf ・ I .拡:1.1'IIIU 

絵谷敏雄教授 ~~t._ ・ I "必抗(~ IIU 

第 134冊 (1997{f: 12 JI) 

!刻羽とJ!Jお1 問中i惚の成、k過ね

IÎÎj漢における戸償必降 tí J と rfM&ft't~J

1(トiliの組父問倒的炊()L)

その家系，トill及び人物像について

イl汀 1 -4~rl'ljの任会制総とそのrfW:("，ネ γ トワーク

長崎福建会館の ìJlW!J をと，'，心!こ (1860-19S0~代)

バイターヴァfHj. ...~後I城のJÁ 1<I'変J 凶浮彫に関する-J)苦笑

タイとインドネ y アの経済~VÅ ドの農業主I1門におりる過灼1従来

「アジア的配目的とアジアのl(1: I:~ 

第 135mJ (199811' 3 J J) 

1折，;¥'1r :人刊行，;Pil..;:~ ('J :lifttA!.ii・について

初期þ~~支出、江!*のi球:m

約iliの組父周~Mì，'j致( 1-) 

その家系.It・M.&び人物像について

閉じこめられたヒ yジたち

中国if街J!:mn会のヒツジ斜fiから見たr.恥白H済の允/cl

19 tl!紀ダマスクスのイスラムi1:.忽文¥'r( 1 ) 

サ一 ')ヒ一ヤi法iH延工をめくる人!問!H川HI関対係

hνMaωaω桃kl仙ha泊ad白ev叫 淵a恥3

F芥~f沿{住Êi伶E民のアイデンテイ 7 イ-に|附対する一J々7翌祭芸

ilJ.i}i聞き取り制作の車，'i!I.!を'1'心にして

北朝鮮の食符!J.f.'iC "，川のt~助

R)'ularo T5uchida 

入III 淳子

谷川良Pfi子

rJ(!I'f -:;~ 

k.f#. 秀高

熊谷滋ベ

4公!判俊裕

~亦磁

[1]辺勝美

ffi谷正彦

1行【1 # 

，， '~n ~ま厳

総附俊裕

1mf . s、-句'-

~Ì11r 徹

人山作子

~l1~ÚJlJ! {-

判fY 弘子



『会光明経 øJヰU;fill.~，J と rk1iHJ 

，f~~xìi1リj教侵略F5 ・ F'~ お fHIU

'2. !-I! i下文化

¥.ti 77り(19971f3 m 付!l.!吋ドIWJ.!代文学研究"

ノーラ. rl!li)JrIHこ采る lVl泊'終身人 'J~.を必む

小，'，1，)( (~::~O持 ít人の誕'1=と耐の r Iの心鋲h[.t.f;( 

~CI 'l}の畑jから「副大の，1}Jまで

Cl III のお~ -}L '.OW代'I'I J!I匁I~人の rllllの観念をめぐって

r:~1Ifl.能.中間， J党J?さ r PhlYu KUTauJから rllfl.えろ五11111.

鈴木降M

1，'i*'i'f 'UII 

{J1l!事徳ili

ド111i"リj

そして f是正明討を， '"閥 IJへ /'o'fll m 

~人ーと I地 f;j:.J ')1<愛伶文乍の系;持

<!.].'.巧と感1.tの縫合〉を求めて 九悠iJRの伐と持論

{Ul 迎i.n

仏枚 i'~R (. 

:卜 Ilt*己をめざす"，[14文ヤ:Mf冗 l*JI r， . JLI G');~点以

W78り (1998iド3m 特集“ベトナムの人絹学的研究"

I予

iitfi?を泌してみたベトナム術部付治における鎚肢の{j_t'1づけ

ベトナムの父系~[司 ハノイ近知付泌の 'I~例より

革命以Ijijの北iIilベトナムトI治における"1:船防悌制と地位獲得競争

入WJÍ~Lについて 製代ベトナム付治における本命と伝統

jヒベトナムH詰高生活における約制のH会Lcilt改革の結集

ショーン ・K・マラーニ-fi

';1備と!.cf'l.の紀る社- ヴィエトナム.フエの永ン手足ン殿

ベトナム ・ ハノイ地域の日'j~に!日jするいHU人誠学(J(JIiJf究

20 IltfC初uIiのベトナムにおける， l\~t~ 慨念

制主主 rIli勾Jの時代 ・下旬紀のベト 3 ム ・苛何謁

3. *作文化研究所研究鰍?iいm.!(1'1.IoI((，，) 

• 1. i :nm 降 r，，'い4のm.f攻防j 1952 

・2. )，司政 占之 rtjll崎J'地市'IJll.~ど附';'，:J 1954 

，f，:成道リj

'"副総:

ぶ1戊 j(iリj

7:(以 下作

lt¥WI::Ji下ー

il'付文珍:J{

IIIH )~ι己

~~li! 砂LX!

凶IIJ 怨み

JiB;1 43人

・3. ~R ~占- . t奇跡 1』f.4i『γマゾン その風 1:と11'"正人J 1954 

W 研究 ・f'lfW;動 63 
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， 4. 人十字 ム山 r見ÜV~アジア人:Ilf.泌氏族の鋭敏幸n鍛J 1955 

・5. 結以令IllIr j1t抑制E識の研究 U 1956 

・6. I刻Tf iit rq 11刈~II，ヴー銃究J 1956 

'7. rn ~恋!ぶれた I J! I ，:仰J 1956 

・8.H: L 抜大他『館.!J~ * Jt.lt!! Jiにおける ~iM!l:の研究J 1958 

・9. 1 .Jt.1II ~?: r小l司法制!と研究刑法J 1959 

'10. I.Jtlll pr. r小l司法制史研究 上地法 ・取引法J 1960 

・11.米i1i .J:I..，日『小川絵i州!と研究J 1961 

・12. *，11峨合側『阿L:設乍~mよ.;J 1962 

・13. UIIII IVL rl川吋法制史研究 奴隷1:1奴法 ・家紋付治拡J 1962 

・14. ~J'ir. :i 川~ r文化心rv."{:J主総J命J 1962 

• 15. rr t-t!忠 n.kll!l，lfJ'1Jの研究年譜OJ 1962 

'16. ()!III I~立 rlllll~i.lJ，1J~と研究法と償'fl ・ 法と.ìli徳J 1964 

・17，鍬111 uHtr r" I同市1滋恕怨!史の研究J 1965 

'16. il' 1: 波大 『アジア文化!と/i}f究安説W.I 1965 

・ 19. 以 ~I'i . rii1州};:;J 1966 

・20.i J: Iー 被大『アシア文化!と研究 ~~号0.. 1967 

・21. 鈴木 倣 rl別代絵11111史研究滋派.. 1968 

・2'2. nt ~士山 rr.kqJI..仰の研究ぬ鎖OJ 1969 

・23. "1似 Hk r家勝、の情.i(i H会人級学的分析J 1970 

・24.11: i岩出『沖縄のi‘刊行と1';仰J 1971 

・2'>. "~'j'f iTi/f rati~'l~1.必の謀総条件ブ 1972 

'26. 'akamura K句iro‘GhOUl[ion Prop. 1973 

• 27. n: 
• 28. 鎌111

・29. 総)1;

'30. ;(， 

eLJ.， J<"，T ~!'縄の符俗と 1，1仰J 19i4 

f主総 r:j~術教乍の!41;怨史的研究J 1975 

治 rJtインド口広物価織の史的研究 1861-1921 WJ 1971 

4公!lLr インド!どにおけるイスラム~腕 宗教路城-tJat~節目 })J

1977 

・31. 池川 t14刊111¥18代.F.i桜研究概観 ・録文 1979

・32. 111fl1l 成 rllll同然記泌i担j研究J 1981 

・33. 総)L 必&Jf.r l!iJ;t A'学!ok作文化研究所厳111'1')'文γ lヌI!阪口J 19B3 

• 34. IIJI'lI ・1戊 r11 'i lqの~j~~ とむ4WJ {I~南京株社会における然~剥l織 ・儀礼

I決びt.J.i伽lの制"刻倫造J 19B5 

・35. 鎌川 必!lt.rllll刊の仏教儀礼J 1986 



l・36. ほj十 通『イギリス Jt記とインド社会 191ft紀白ij'r.ltインド!との・

研究J 1987 

・37.鎌111 ，支!1n衛政仏教史Jj-.説J 1988 

・38. J桁波 J皇f.ir:.j三代irl判官l~火の研究J 1988 

・39. 1l1fi!' 一成 rll'[14郷付f?旬以vf・tt.!砲)jll!ljの環筑J 1989 

・40.iifト i決心 rrlJ114.ili代併j汗史研究 11'( ，fミ泊H刻財政と IJHpj Jtl J IiルWtlJ

1989 

11. 1:トI勝彦 rインド llj~q九~tかl諭におりる夫的経験 Abh1ll3、'agupw の

ra泊 ~J 19'10 

42. ;.{Afl r，手史『朝鮮1:.It!!凋ullP会!どの研究J 1991 

43. 初得 悠『時Jインド社会w方史研究 ド附民のn 、主化とJ:l村社会の~

l作・ 1991 

44. ¥lat'utani To品川町1.."/ I!/I Ku!h kashok 

アntExca凶 tiollsat 7't1 No.目、 1991

.15. IIJllI _:_郎 rァシアJ;l% 1fJJ~のi叫史研究J 1992 

・46.虫干h{ .Nl Jミ r ィ~í ~.ì(i教の研究 E .f(JllJと同丹陽J 1992 

• 47. Tomosugi Taka，hi‘Rrmini.ICtn的 ofOld 8angkok: 

Afrmoヮandtltr Idmtification 01 a Changing S，聞の.1993 

• 48. (11 f'l' 域 rrl'(対極系色ii劇町制 1993 

49. 11;( i芋之介 rw.市7ジ "Yt川崎のれi市プV.Ik 開発t義的政~体系と社会の

ちdr.，J 199.1 

50.附ぶさえ rtti1tfiWfの研究』 1996 

• 51. )UG ':;I ~{ r約品目刊リの研究』 1997 

52. ，f.;1戊 .i{j!J} rベトナムのmJ'L f.HI.! 1't~JiIl Iの社会生活』 1998 

月3.好!;-l 路大『金足時代の，iii教 ヒu研究』 1998 

4. UU)': x:化研究祈.i11ftJ (. 11111([臨は l) 

• 1.鎌111 茂雄 r/(，;般マ・研究資料!l.:I&J 1983 

2.派)1 ，11.I!u]紛『ターク ・イ・/スターン l日 災以.Ijrヌ1!kI&J 1983 

. 3. 鎌111 I交~t nl削qli¥内小倣fitいよ成』 1984 

4. '¥a主aneChic cd.， Social Smrur and As回， 1984 

• 5. l'干hl )'-11夫毎irf.lu' LJIl:叫 1984 

W 研究 .ftff活動:65 
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'6. 鎌同 J交lil~ ''j.u威内仏教jぷ忽!資料II成~ 1986 

7. 111m ミ郎総 r'lr:lIlタイ稲作山村の絡む寺変符J 1986 

・8. 船長 j者犬~n袋線 lご将崎.

'9. Seki Hiroharu. The As必 PociJicin tM Globo/ Tro悶iformation， 1987 

'10. 鯵l'Ii郊犬縦 r'l'1刻.iu教の現状巡 1:・辺協 ・.iut.ru1990 

. ) 1.池HI iM料 r'IJIXI ，jjftn~識説先鋭.. 1990 

• 12. Tomosugi Takashi. Rethinkinng Ihe Substantiue Economy 

in Southeast Asia. 1991 

・13. 俗丸泊縦割IIIPP付文'子学将綜覧J 1993 

'14. JJIl納時良縦 rtl 1綿ジャワ伎やIの経済~符チョマル1l1lの 85 1r，. 1994 

• 15. 、ド勢除郎 『新縦史記.IIWi!{f-ぷ中関山if ¥:紀年の研究Ij'. "~(j 1995 

16. 鯵I'I{ ~若夫 r'l'l刈の.ìú教 その1rfi!l!ぬと.iD鋭の現状.. 1995 

・17. .:J;l日] IF. rシャルダン『イスファハーン1"~tJ 研究 17 Ilt紀イスラム側

制Irlìの t~像J 1996 

・ 18. 、Iq~ 降.郎 frlJ閥占代紀ifの研究 x文と騒の検"すからJ 1996 

5.イラク ・イラン追跡調作|吋報行

rテル ・サラサート TJ・1958，rr.司自j ・1970，fl，i] 111 J 1975， fltij rv J ) 981， 

rマルヴ ・ダνュト IJ・1962. flriJ II J • 1962， fl，i] ill J 1973 

「ファハリアン IJ '1963 

f，lyアジアの人組?:的研究Ij勺963. r同UJつ968

「デーラマン TJつ965. rr，i]J] J・1966，rlri] mJ汁 968，rrnJIV J 1971 

rターク ・イ ・プスターン IJ . 1969， fI，illI';・1972，rJ;:;JillJ 1983， r1u)l¥' ~ 

1984 

fハ I}メジャン IJ 1980， rr"j [IJ 1982 

6. インド史跡調作[，]'1報告

『デリー:デリー諸 E制j時代のtl!~物の研究』 第 I巻 ifi跡総11U '1967. 

第 11~ ?Hll築 . 1969， 第ru~ 水平IJh住.st 零 1970



7. !uアジア部門美術6W光分野FHiai

rll'閥紛山総合同銀』 m ~& γ メ1カ・カナダw• 1982 

ヨ¥'. {!; ~.!I拘アジア ・ ヨーロッパ~ l・1982

~l :.{主 11 本13l r.?物館 • 1983 

?.iW4{i: 11本011 、子院 ・例入 • 1983 

あIi. <i:総'，f，'ll • 1983 

rtl'同輸出線合同f話線旬』 省! . {主 アメ}カ ・カナダi.'.l • 1998 

m -.{! アジア ・ヨーロッパq l・1998

8.必，'tlIU

rl約九人~，.. {:*作文化研究所泌総分以11tH 川 973

r~υ;~k'''f;*作文化研究所泌liì~}むIlli，)\ ，. I: ~う人名家，;IJ ・1975

外u;u.ぐ手応洋文化研究所泌m分以IliAJ .Ti版 . 1981. • 1996 

r!U';t大下*洋文化研究祈m代11111'<1~~うHn~l録J . 1996 

r'ムS;l人ア*i芋文化研究祈現代tlll同庁分立inUJ 索引 ・1996

9.その他

『アジアの社会と文化J (lIJ" 40 !.'.J1 1・Jt.!~~II~ :J.; 全 :Z5 ・1982
『点作文化研究所の50W I fllJ '1 :;0 ，，'，j11:u~念品; 1991 

「ア /7の文化と役会.. (1']1，. 50 I'J II u~念諭!l.l 全ミどさ ・1992

-!UI;t大学東洋文化研究折外EiI!df価償lihtq- 1996 

Cωo何，ザgげe肝"~.陀rm官'ma p，丹r附 ，edi，仇'ngsAlIa ，川nIht "/立伺{)

F悶 mn叫&町." oJ Asian Sluばd悶. . 1996 

W 研究 .fXffI占的 67 
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l 執筆著23-A文て日総校 受賞

本研究所の教y，:・が 19%・97WJ弘に允ぶした抗:jl・論文ち'の}，'人数Cu欠の泊りで

ある。

2'; ，'f; 39間， 論文 168み"その他248..... 

本研究所の教れが 199邑・9iWI支に~rt したrw.次の辺りである。

サント 一学Zrt 11I1j1 n)I，玄『新しいLjljl;，J 199611' 

間際開発研究人%:1't I，;l;r之介 rllf15e総i点。丸 1997 11: 



VIII 所l~の活動

r){アジア ~iS I "J

JJ;t i下之介川.r.)C-， tリ

略歴

19+4，2 'IOe 1967県大 ・I~ ・ 1:1純子" . 1ド刊t円161)"刊|ド川'1ト川"Jυiノλ〈ノ火〈ぐ，ρ乍、

t終~r. 1912lnJh.? 1-.~'l!W泌氏 19761:l下I'.? l' <w:人・)0 1972 "I'.'，u J((;Jf助手. その

!日11975fFから 11)71W，までr!i)際迎合7Y'/'太、I<lf・経災社会{iU会{バンコク)に

派遣. 19781吋際IJIJft七ン?一研究nCJWI;r:l¥h)， ~犯人;t2'y-部JI・f.\-fhお師， 19i9 * 
文研助教段.19s81"JJH'. 1998磁文ω11M.}えひ'浪人:J'fよ在日・i長びに ~iy，";::文献セ

ンター1"，
研究活動の概要

4済ιY が対象としている rti滋経済lζl則して地以研究の似点からその1'1!.ijの鉱~!~

令.1かるとIr;J日制二.地以研究が丘:点告とあてている 7;)ア災地の社会情.ii1に対応L

てrli!誌終抗の泌1lI11二地続性がみられることを解明する研究会続けている

過去の主薬業繍 (1守;1;，I J. >;;) 

，7)7;tード ・・1・γッのft抗7・ リブUポート 1985 

『アジアH済論の仇|珂IJ )ブロホート W92 

『栄尚アジアJ目l引の粍抗:ft'l.U栄之EJI似の 19<)4 

ほか多数

過去2年間の傾究明1，"
『アジア ・ ダイ J・~ Aム...'¥TT II:Wx 19'16 

r開発計泌総』山政，li!，I， 1996 

ほか20，'¥

¥'111 必11ω活動 69 
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窓会F以外での教育活動

3氏u，;点4外同d治たJ大〈，ヴ';:外l凶見必-“訟lh:?乍:郎 〈円96• 9射7!年ド皮〉弘.

?悦誌浜'市Ii"改'f.入大;学H尚h，?γ'f:綿 (1円99切71年1ド:1度支幻) 

学外活動

.s;i郎大'ア:見Hyiアジア研究センターIJt-任教佼 (1997.11-1998.3)，アジア政終ヤ:

会 (.f!M‘10，~休'(í'J.込来総合研究所 1，lt門委口 (1990.4 以降)， 人総'(il11政令倣研

究所特jjlJliIfJ，;H (19%.4以降)， I叫際rJa1fセンター研究組111日J(1985.4以降)， 大

正主r.外!叫為十字tE:本治会愛Ll(1997 10-1998.6， 

池本 事，t いリもと 叫 1.(1998.4配jijj負lt任)

略歴

1956. 6 '1:0 1980必人ff.'i"， 1993 ，;tllIl大ヤ:問1:(経済γ)0 1980アジア綬済研

究婦人所， 1987 i1IJ外派.illlHすイl同チュラロンコン六γト|公H午研究所， 1989 

11:まで)， 1990 アソァ事手術研究I~iìil戦， IwrJ;t船大学ポIyiアゾγ問先センタ一助

教綬.1993 J紅尚アジア研究センター ・パンコク主主絡事務所U(f. (94 11'までト

1998 !表文研助教段。

研究活動の撮要

l:としてタイのt1:I1守党以と所何分配について研究Lてきた。そのi免地域研究

とのt量点、を求めて. タイ W~!と研究や，t;:!村工業なと'の :J，1fi 1: i j'勺て主fこ，現在

{ま， タイの経済允泌を1ぶ1十lγ ジrという地I或時'{犯でtliえようとしてる。

過去の主要業績(I明 b.3 ;.干、

Income DistribuJlon In Th削 /alld:1/5 Changes， Causes and SlrtlClllre， In，titute of 

Developing EconOnul"、， 1992. 

「ラーマ阿佐tJOIの rln~((.JJ 経済政汲 '点制アジア耐えJ31・ 4 1993.9 

• An Expansion of Cotla再" Indu、tr、in:\onh白~l Thailand A Ca惜 ofTri. 

3ngular Pillow， '" Y市制11011 針。、:Ince，"~~尚アジア研究j 33 4 1996.3 

ほか多数

i晶去2年間の研究員臣繍

タイの所得分(fiとill.f¥l't¥J rマレーシアの所何分布と住外1;ねJio¥'; f I Il)x 1J'・4公IJI

芳郎縦 rアジアにおける所i!J分配と11附唱の分析』多行1111仮 1997.1 

{まか 19A11



志士F以外ての教育活動

;;(郎大?人f:a・環境学研究料 (1996・97). );~liB大学経済学研究れ (1996 ・ 97 . 

大阪外国I'i)にγ:タイ文化特鉱講義自1(1996・97)

管外，孟lJt

~アジア絞済学会，進化Hi.汚乍会. '(ヅア政事ぞ乍会

ll1l1 手 ‘のぐら '"T' l 

時医

I似41 '1'.0 1966京大 ・数A・5立Q平. 1968~巨大社会γ. (吋際関係諸・修 1・32.

1974 "7サチューセ γ ;1 1:大政治宇部大ヴ・院政治学|噂七日。ゆ691970 f:H'k'f:・!VJ

r. 1974 1977 1:智大外|14Jf;助教綬. 1977 1988 *大東文研助教綬. 1988，刻化1，，]

人数佼， 1984 19861，，]1'，点パヤ文献センター助教綬， 1993 1995， jI~際.ì!I!の人宇

~k任研1éLl. 1995 1997 [寸隙.i!I!合人乍[:級品1]'(:1<. 1977・1978スイス ・ジ品不一

プ人ザ・'x:u教俊， 1983 1984ハーバード人"rx:n研究員。

研究活動の償要

アジアの114際政治， !lふ政治.政治則治の研究，刊行は+11勺301111. njl} 10 011. 

，A 文{主政(i4'。社会科学研究の引m制 lとしてAi.も絃威のあるお'IO{Scitnct Cila-

11M Indtx'こ頻繁に号IJIlされる。

過去のま実業繍 (19%，3まで

PIl代政7t1"i主lMJJ4LJ;~k'(:11H版会{全 20 {s f'定既刊 17をのfiiEtトIlhj制!J.!)

1988-

;'/)-;(点アジアの[I~ヌと礼会J ~υ;0.:1':出版会(今 6 {; j.'i任命1"，11拘:!J.! ) 

1992-1993 

Tht Polilicol Economy of Ja.μ民 ¥'012). co-editor， Stanfordじnive.-;jt、，PrcS，. 

1988. 

ほか欽 l~il.-(

過去2年間の研究獲繍

「政治γ:JfのメティエJ~11i' ，%] 1996 

『冷戦後の11米関係J(Jも純計)NTT 11¥版 1997 

11か48}，' 

4ふb司伊F以外ての教宵活量勧カ

m陳述合大ヴ:で広い芯I味での以内活動をiiうた。 (1995-96{判的

¥'111 if，Uの1[，劫 il
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学外活動

IJ~際iliit寺大乍 1:紋/.iW下長 (1995.4-1997.3) ， 11ノドi政治午会(.PJl'Ji).日本国際

政治'~{:会(fIl!'Ji)， rレヴィアサン』総tkluJ人，Internalio間 [ Sludies Qllarteゆ(Tn-

日 rnalionalAdovisory Board)‘MershoTl InternatioTlal Slud附 Revi制(Imernational

Adovisory Board). Review oJ iTllemalional Sludies (International Adovi.ory 

Board)， Joumal oJ Con.flict ResollllioTl (Jnternational Adovisory Board). Govern-

menl and Opp，i¥ion (lnternational Adovisory Board)， joumal oJ Japanese Stud. 

ies (Editorial Board)曹 Asi仰 journalザ Poiitica/Scien四 (EditorialBoard). Social 

Science jaμn Joumal (Inte官nationalAdovisory Board). 

[[1什1 rりJ}~ 刊かり3ζ

絡度

1954.8位。 197i*大 ・教義 ・教後司王， 1981Ph. D. {政治学 ・マサチューセ y

ツ r大)01981、同I1・安・令保的研究所研究U， 1983 *大教長学:自slliJ}:， 1984点

火教4Z?:部助教俊， 1986 1987ルール大ヴボーフム綜Ll.教授， 1990 *文研助教授.

1994 1995オ yクスフォード大学セントアントニーズカレ yジ客1.l.研究員， 1998 

*文研教佼。

研究活動の鍍要

Ilt界システムについてのP弘治的 ・実説的な分析，現代*アジアのi吋際政治の分

析.および同際政治分析のためのデータベース作成ならびにコンビュータによる

分析手法の開発を行っている。

過去の主要業績 1996.3まで}

~ llt界システム I JA，tJ;~大'‘r. tHl仮会 1989 

r [ 111 '1見l係19451990J点点大γ:出版会 1991 

r戦争と倒際システムJ l~!.J;U，/t出版会 1992 

ほか多数

i晶去2年間の研究員長編

『新しい ft[rl1tlJll本経済新m!H 1996 

r'J，.:令保約』説ゾ己新聞社 1997 

13.か 73l.l

本学以外での教育活動

，'j"ll (r:院大?・大・'j!:lm吋際政治録済'下部 (1996年度)



学外活動

アジア政事手学会 (FP.'JO.f 1 本[I~際政rrì"[:会(1Í'llhj委U. 対外交流~W ， 経済

復議会臨時委II(1996 1997) 

JJ;WI 長良11 は~t! しろう

略歴

1967，1011:0 19901↓i人・ ・教義 ・教t童市.[1I1'rfw人;大学院総合文化 ・同際関係ぬ ・

修 1:深作入学， 1992 [i，l修(， [IlJ11ミ[ril~!II~iJIlf'f.進乍， 1994 11 ，.j<{:術保興会特別研

究U. 1996 [nHiHJ期間満了， Irμ):京大大pjf院時 1:;必ねill乍. [，;J '.下.!Ii):1i]f助手。

研究活動の担I'l~

研究対象としてl判決勺. IiJf沈下法としては数I，t分析に t:な関心がある 現作は，

氏)J紛争の終taliについての統ril'的分析やケース ・スタディを試みるー}j，政治関

.ì!I!文..~の内科分析システムについて共同研究を行っている。

過去の主要業績{Iq情 3主て

ij引¥:ll!界システムにおける戦争とその統，:l'的E記述 1495 'aj:から 1989"1:までj

ílltW システムレベルの戦争~lU刻附子 )Jの分布椛iZ:と IltW縦約の状態圃 1I1ぶ

lefγ( ・ I)J!I，l~J~~ r戦争と{同i探システム WJ;(人;ヤ:111版会 1992 

í llト界システムレベルの戦争桐I~J休j (-M nml~Jj I 会科学.. 2・3 1992 

過去2年間の研究業績

「総則前説にみる fl ，.j>;の政治指噂~.の戦時ぷ議の変~..1神谷ノjよ料 rr1il不戦時
'j';，ri:!J [は問法人H，.j:正同際フナーラム 1998 

刈".'arsand their Tcrminalion in pO.I-WvVlI A;ia: Temporal and Regional 

CharaClcristics， and 'Greater China'， .. paper presentcd al lhe Internalional 

Conference 0"“Creatcr China: Problerns. Pro込pecLSand Policies." held al 

lhe Open Learning lnstitule of Hong Kong on 25・26J anuar) 1997 

ほか2.'気

耳障外活動

uノドi同際政治学会. I吋際法学会. I1本政治乍会

VIU 所11の活動 73 
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怯)1: 俄 まついたけし

路震

1949.6'1ミ. 19ア2j京大 .，11]1本. 1974広大jぐγ院里II・動物 ・修上深FZ修了. 1976 

点火大乍院斑!・動物 .rJi. U課程返'下.IriJ 1ドボ大人文科学研究所助手， 1980向学

時 1:(;;0.-:)0 1983神戸ヤ:院大教後部助教綬，1990神戸乍院大人文学路助教授，

1991 luJ教綬. 1992 T花火:研助教段. 1994同教綬。

研究活動の犠要

必識人鎖乍をrl'心にした文化以述のためのMf:.J命に関する研究，自然をめぐる

文化的なプラクシスについての辺文化的研究，および.アフカ』ニスタン ・イラン

uu1il・バキスタン ・インド西部を対象とする尚尚アジア位燥地帯の記述的研究。

過去の主要業績 (1996.3まで〉

rWLl<のニュー ・エスノグラ 7ィー』人文占院 1989 

rセミ ・ドメスティケイション 段緋と滋牧の起源m~J 梅l!fm 1989 

r認識人類学論孜J1m日常的版 1991 

ほか多数

過去2年間の研究集線

rw官、の文化人知ザ~J 見iJ友人;学rtl版会 1997.9 

ri!liアジアにおける人間と動物J同てよ殿史民俗時物航(車両)r動物と人間の文化

よ主J宵JI山、文BI'¥ 1997.8 

ほか 7t.¥ 
本学以外での教育活動

;，;f山大学人文a・r;郎 (1997年度).弘前大学人文'学部 (1996年度)

学外活動

円本民族I¥i:会，そt態入実語学会， 日本人文i宙開学会，国立民族学的物館研究協力

畠・共同研究員，沖縄問際大'予l羽鳥文化研究所特別研究員. [f4立桜史民俗i寺物館

J~lñJ研究員

ふ~J求 道到 すえなりみらお (1998.3退職)

略歴

1938.3生. 1962 J反大 ・教授 ・教袋小'. 1964京大大学院生物 ・人頬学 ・修 i:，，*

f't.修r.1970東大大学院社会，、弘文化人減'学 ・博l:.ilI!f.li段、(:. r，j) fド乍術仮興会



焚Ii1IJIiJF究日(1972fFまで)， 1971社会学博 I:(J，I!大)01972 f~~心矢子大文乍flIl ~'1任

議r，r~. 1975 [，i]助教俊. 1983 IllJ教綬(1990fドまで). 1987 ~t必外lぬRツ:絞. n本学

研究中心終日教綬. 1989年ピ・ノツパーグノぐア:終日教授. 1990成文研教俊。 1998

1'~{l"'iH織。

研究活動の慨饗

点アジアの社会と次教の比絞を t妥テー?としト|ノド，台湾(原住民，漢族)守

鵠[時. rIJ[f~大路でそれぞれ.長期jの社会人~Wf:的調貨を行った。 1992 1f:より 15

Mにわたりベトナム社会のEl. i'Ji.怜社会との比較研究を進めている。

過去の主要業績 (1996.Sまで〕

『台湾アミ族の社会事n織と変化』 点点大学IU版会 1982 

r1J1[時文化人類・γ文献解!越J(縦)*ぷ大乍出版会 1995 

Perstecti即 S on Chinese Society: Viω jrom jatan. Eds. with J. S. Eades & C. Dan-

iels， 1995. 

過去2苦手間の研究業績

r*作文化J78 特集"ベトナムの人実質学的研究"点点大学J:i!if文化研究所

1998.3 

『ベトナムのm先祭紀一一湖HHの社会快活1*文研紀~別lIij 風守華社 1998.3 

学外活動

日本学術会ぷ.mi下学研究:i!I!絡委員 (1996・97年度). J:iU;t外国;語大学 AA研共

同研究口 (1996・97年度). I司、工民自民学問物飢:Jtl.i]研究員 (1996・97年度)

|沼本!照夫付Lとてぬ

略歴

1947. 1生. 1972 京大 ・ 教~ ・ 教養研" 1974修 1:(社会学 ・5巨大)0 19761剥'if.

民族ヴホ1)1物館Jl}J下. 1981ー続人;社会'宇部議師. 1982カリフォルニアノピドパーク

レイ校人鍛ヤ部%μ研究Q (1984まで). 1983一橋大社会常郎助教俊. 1987 * 
文句F助教綬. 1991点文研教授。

研究活動の担1lJ!

Lザ門は文化人~{f: ・ .!fii精アジア地域研究。インドネシアのジャヮμを中心に，

山村の社会文化笈終，政治と文化，海外移民などの研究を行ってきた。現必は，

伝統 L~と地防iIN:!I?の研究を*雨アジアの他のl也統との比較で進めている。

VIII 所uの活動 75 
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過去の主菱重量繍 '1996.3主て、

サウ d ト 'J~I'" の文化為的J5後 鈴木q，il~総rT・"1: EI司的民衆21j拶Jの研究J ~↓4 

J;U，ぐ予111版会 1982 

「ジャワ人のヒエラルキーと r1111 村人のiiiいの:つのj杉Jrw.文研紀要』

116 1992 

rr1il~文化が'I=.: まれる U!fj (共縦針) ')プロホート 1994 

lまか

過去2年間の研究来続

ーじniformsand concrete "，alls: Oressing lhe village under the ~ew Order in 

lhe 1970s and 1 980s，" in Henk Schullc Xordholt ed.. Outu岨rdAttearancts: 

Dressing State and Soaety in Indonesia， Lciden: KITLY Pre~，‘ 1997. 

文化概念のm法と効果J，'j'本他縦 m波議賂 ・文化人兵員'''1:13巻 ・文化という

，課題 il;.主主JJ防 1998・3

本学以外での教育活動

lW心v:.(-)ぐ下 (1997年度)

学外活動

日本民族宇会.東南アジア史ヲ会， ]apan-Southeast Asia Forum (Chair)， 

American Anthropological As叩 ciation，AssociatioJl for Asian Sttldi田.凶 ¥l民鉄

マ:r，y物館Jt[I;J liJf先日 (1996.4--1998.3). ~点l収i五ホt 外而d必I5fυJ太〈ぐ，、1芋't奇: . AA研J共七Iμ何ull研冴究iμi 

(1996.4-1ゆ99鈎8.3幻)， I川1.1剖泌i大乍r(ドJffl郎~r~.勾~.~ぷt等宇?γ"乍‘

人|同f吋4際火文;化会官餓宮“正，i'r.干r.~議護iμ1 (れ19ω97.3よtり)) 

附み; サエ ω. ~ と叫

略底

1941. 3住. 1964京大 ・数役‘zmlAit，lω96“6点火J太〈学院人文 .比較文化 .修}上:λ
' 

パリ J火〈乍人』文主f学y詳:将均部Ir!昨!j.I上:(O。町C【悶eu町rd山el'凶 lV刊c目巾iωtωed配じ Pa訂r吋iおο).1ゆ96ω9!泌4必i大救4袋主γ

1予'. 1971!.1:!文折助手， 1977下葉大教後部助教段， 199011:*洋学文献センター教

授，w.文研教授j長傍， 1991 *iγy:文献センタ-1-1日制督。

窃究活動の撮要

" r[ JiIの近11m会を， 1)比絞!41;怨 2)，1，よl怨統制に焦点を絞って研究 1) ~近，l~

rj'(司の比絞!ど泡\J を快市中。 2) 乾降雪~ II~に-tる5Cμょにより矢われた足~)5・を 8・

然。点jや下x:JIlI:センターでの研究i;!i:li)}は， 現代t(l[rViデ-9ベース をfn&。



過去の主要家繍(1996.3まで}

rMitt2tJ?の研究J東文句f紀'il，lglJIlU 1996 

rl~J 僚における比較文化f~').t';，殺の特徴Jr栄作文化，， 75 1995 

「徐光杯と先秋Jr只‘文化を生きた人たちa中央公命社 1993 

1まか 24J21

過去2年間の研究業績

「中陣lとヨーロッパの文化交流J:-中世史談時四[~ 11 学生社 1996 

fl将il'文化研究所所磁現代中同J?データベースJr令同文献 ・fJi報センター人文

社会科乍'学術的報セミナーシリーズJ4 1996 

本学以外での教育活動

機浜di也大学大学院同際文化研究科 (1996・1997年度)

学外活動

日仏点H:ュ乍会(鮫'J'O.中|吋社会文化学会 (d'if議員). R. B. S. (中間研究文献

紛介仏誌)務総会ftJlij rA奨学指令i1!営委日

小企 袋おぐらやすし (1998.4-採用.98.5. 16逝去)

略歴

1959.9'):0 1982東大 .il卒， 1984 J坂大大学院人文 ・比較.文学比絞文化 ・修上

ぷ・fT.修に!日J'of!M人大学院総合文化 ・比較文乍比較文化 ・博1・泌砲逃'学， 1986 

から 1988までインド ・プーナ大?:大'{:院留学， 1989 J花火大学院総合文化 ・比較

文'ア:lt絞文化 ・|呼 1:深粍'p.位取得.iJ:!'字，1989-*文研助手， 1991から 1992まで米

凶 ・ペンシルウ'ェニア大ヴ:議Ti.研究日， 1994東海大学文学部助教授， 1998*洋

学文献センタ一助教授，*文研助教綬総務。

研究活動の椴要

インド中世のヒンドゥー教の災術およひ悠築の桃1ぷ限路!を，文献と作WiJのI局uii

から分析して，そのfT1去にある空間の観念の特色を明らかにしようとしてきた。

現必は，尚インドを1"心とした"'11tのE縦と寺院の関係に|対心を持っている。

過去の主要業績 (1996.3まで〉

術インドのヒンドゥー寺院の象徴t'J，(2) ヴアーストゥプルシャマンダラ

とJF院の平rui設社JrJ-I.Ufi文化研究所紀要J115 1991 

“Formation 01' the Talamana System: !conometry of South lndian SculplUre. .ー

the Memoirs 01 tht ln.stitute 01 Oriental Culture 124， 1994. 

Vlll 所釘の活動 77 
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r It-iインザヒンドゥー彫剣におけるPI!怨が-17'ロホーシ g ン 統計 的手法によ

る一考察H夫術史J137 19'1') 

ほか多数

過去2年間の研究集繍

1ガルパ ・グリハの〈ずらし〉と 7 ルマン ヒントラー寺院の紋汀にl刻する

新たな解釈J 今114111J'1，';救段必m，t念;命!IJ刊行会制 f今1!4J1JCt，'r数段~fM，記念論

!t インドjよl也!と仏教え化'H秋H 1996 

"The Changmg Con(t'pl of King，hip .n Ihe Cola Period: Royal Temple Con-

、IrUClion.ca. A. D. 8')0 I'P9." Acla Asiali，印 74.円98.

liか4-.r.!.¥ 

本学以外での教育活動

J，j.(i!JJ大学文学iilt(1996・97!ドl([)

学外活動

11相対アジアツ:会. 日本印Jjl:'f:仏教乍会.:s.術史学会. 点火lt+史文学会，

American Orienlal SOci('I}. 1(~主-v'i，p物mυtT， i)研究U (1994.4 lJ.!(U. ~↓13;{外

1 KI.!i大学 ・.'¥AωfJU"IWf'J'W (1997.4-m(f.) 

東アジア部門〈第一)

およiド 武ぶ u宜しんたりL

略歴

1943. 11'1-:.0 1972 1花火 ・文 ・胤j下!とヤ， 1974 ~花火大乍院人x . \lWk ・ 匂七

r.:!f.Jft (. rul~l;r， iJt'.? h'l: 1'，'人ヤ. 1976行tJ.;xセンター ・オプ ・エイシアノ ・ス

タディーズにパートタイム ・りサーチ ・7'/スタント(197;まで). 197;!.JiI干文

1，11奨励研究n(1979まで). 1978 11!X大学院~'1ト認ねi!:!? 1979 民大経済学

郎0.'/.11浪曲~. 1981 r，i)J1/)W'受， 198~!ぶ)(óJf助教綬. 1988 1111数段. I!H6 i以4!文研i所折i長え

E及主び!点.tおu人iげぷ干必lμl-l肱主ぴに!以4必iiバy.白.'戸γ‘

研究活動の担煩E妾

*1拘アジア (I~人と '1 1山中市との町長史的な紡ひ'つきを， iヰP$Iニ.f.l.il.~を、''1てて研究 -

，J.~ fiをffっている 3 そのl勾1m.， !ï'， r，~i基金のメカニズムと. 'ï'm ' 点i~j7 シアmJ

のn有望~~ ':1 トワ ークそ町lらかにすることである。



過去の主要灘績け怜6.3Jで、

r'lJI吋近代終済*研究 i，'Jボ泌|均財政とlJf.l浴財diぬI:t司J点X:liJf研究報告 1989 

r近代'Il[吋の阿際的契機.. ! !+!J~(大学111版会 1990 

"The Tribule Trade Syslem and Modern Asia;' in A.J.I1.しalhamed. Ja仰-

nese 1 ndustriali却 tionand the Asian Economy， Roudedge， London、1994.

過去2年間の研究業績

r切lú システムと近代アジア~ fit波，'n訂 1997 

..，'1亀hcIntra-rcgional Systcm in EaM A，ia in ¥lodern Time，，" in Pelcr J 

Katzen>lein ed.. Network Pouぽr，Jaμn and Asia， Cornell li niversity Pres>， 

Ithaca and London. 1997. 

ほか 24ll

学外活動

社会終済史学会(即!'J' ・ 紘~*委w アジア政経字会 (Fl!'JO ， irt，純以教tf委(1

会『除.代a七~~料集委u

ll.5凡滞 日き たかみd'u 却さι(1997.4lilll) 

略震

1958. 6 fl~o 1982-*大法ホ， 1984法学修J:(点人・)，1994 T!J 1: (法乍 ・京大)。

1993京大教袋学郷lVrf.， 1994 JriJiJJ織， 1" J'rl~ Îl.命館大学rl~際関係ヴ:部助教綬.

19971riJiM椴， IriJ~下点火:研助教俊， 1998術外研修 UtJ江口本学研究センター(;lt

以外|時苦大ヴ:内) i:iT:教綬補佐)， 1999 対11~ f'定。

研究活動の儀饗

従米， rll~証人民共和[.tiJにおける紛争と紛争解決，中経人民共手111叫における法lti.

'IJ[liI法研究の作法の 3 つを rlJ心!こ研究を行うてきた。今後lまit'Uミ以降の中取民11~

に経る'IJ[吋近代法史研究にもれ予する。

過去の主要業繍 1996.3までj

「界観念と1M成 'Il[司におけるもめごとと政きとからJrシリーズIlt界:どへの問

い第5 ど~ 13.!砲と統-(7Jti波川百 1990

irj，lp時人民共和i司における法務ur法制史研究J40 1991 

ïrj ， ll広人~J切nr司法制資料」滋釘秀 J縦 r巾[司法制l史 )~φ;資料の研究J J.!.iJ;t 
大γ:出版会 1993 

iまか 71X

vm IfrUの活動 79 
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過去2年間の研究費量績

「中橋人民共和国における紛争と紛争解決H 立命館|詞際研究J8巻 1-4・9巻

1-4 1995-97 

f中国の法制度を鴻べる」佐繰誠編『地域研究t調査訟を学ぶ人のために』 限界

思l:l!l、社 1996

ほか3点

本学以外での教育活動

立命館大学問際関係'1:部及び全一j!:r.¥I!専攻 (1996仔elJ[o Mし前任校)，関西大守:

法乍都 (1996年度〕

宮烏~史みやI;;t t>ゐL

世! Jli 

1948 {I: 10 n生。 1972京大 ・文 ・史学:水， 1974京大大学院 ・東洋史 ・修上必

程終了， 1977同博士課校退学， 1979東海大学文学部専任諸問i， 1981都立大人文

学郎助教授， 1983 *文研助教授， 1992同教俊，1991ソウル大学校経済研究所研

究員 (1992まで)。

研究活動の概要

朝鮮のよ鮮側Jt1lから紡民地j割にかけての.I2村総泌を'"心とした社会総if'i史的研

究を主たる研究テー?としている。現在は:1;13長・戸籍大1阪 ・徴税文，'t.上地台帳

~の名宛帳簿資料の研究を進めている。

過去の主要集積 (1996.3まで}

f近代例鮮水平IJ組合の研究J(J長手干)日本評論n 1992 

r同斑(ヤンパン)J巾央公論社 1995 

『アジアから考える 6 長期社会変動J(編lI")点求人学出版会 1994 

1まか多数

過去2年間の研究集積

「光武借家と上地台帳の比較分析J(綿同文)金iJ~航ほか『朝鮮土地調貸tfï:'.Rの

研究』民苦役 1997 

本学以外での教育活動

*洋大学文学時f~ (1996・97年度)，川村'守主悶f，(f太子:文，，[:部(1996年度)，千~

大学文学部 (1997年度)，京郎大学文学部 (1997年度)



J足i廿 明伸 〈んだ 川 町..1; (1997. 10配位担尾道任)

鯖箆

1958.2位。1980J;t IllI大学文学部学. 1982修 1:(文学 ・京都大・下). 1995 t導上

(経済学 ・点部大学)01986};<郎大学助手 1987大阪数行大学講師. 1989名古昆

太平{:助教授. 1997. 10必法文化研究所助教授。

研究の鰻要

伝統中国の貨幣 .<住所生 ・rli協総造 ・財政.ならびにそれらについての臼本 ・朝

鮮 ・イント ・ヨーロ ッパとの比較史. 16世紀以降の世界経済とアジア諸市・[ヰと

の.111丘辿関，地域主主!助役あるいは支仏協!日j体のP-ll論についての研究。

過去の主婆業績 (1999.3まで)

rljl俵帝国の桃造と IIl:界統済』名古属大学出版会 1994 

「泊代銀銭 .m~1の構造とその邸機J r社会経済史学J57・2 1991. 7 

f '，0世紀初期))cJ版県にみる地域経済の版必Jr東洋史研究J54-4 1996.3 

過去2年間の研究費量繍

fl6・7Ilt*己環シナ海絞留守と銭l'i流通Jr歴史学研究J711 1998.6 

「伝統市場のill脳性と制度的枠組一- 1f1国 ・インド ・凶欧のi七校Jr社会経済史

学J64-2 1998.7 

ほか4点

学外活lh

東洋史研究会，歴史学研究会，社会経済史学会

、ド事与 降郎 !>~-trたかお

純度

1954. 81ニ。1979京大 ・文 ・点洋史<"i". 1981-*大大乍E老人文 ・点洋史 ・修士過

粍修正 13取大学教向学市助下.Ici).I;ザ任議{海.1占i助教授，九州大学文学部助教授

を総て. 1992 '.fよ り現戦。

研究活動の概要

中間史上の大変抗期である谷秋l後同時代の際史的札絡は何かを-!'iして追求し

てきている.この時代は.史料批判が他の時代に比絞してより特殊な位前づけを

もつので. )5・占史料の活用が~nJ欠となる。

ao
 

動活の民所V
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過去の主要業績 (1996.3まで)

「鐙ピと県.{Ur~と学側t:u 90 2 1981 

r新制史JL!*周年ぷ 11'附，1，代紀年の研究rj';;-:U (u!洋文化研究所波間 15iJU) 

見υ;u、γ:見ift縄文化研究所 u!J~~人;ザ'::11阪会 1995 

rq，閥，'i(1:紀"1その研究 大文と隠の検討からJ(栄作文化研究所i位向 17紛)

点以人:rl{:~汀三文化研究所 汲山，呼応;e 1996ほか

過去2年間の研究業績

!f;'荷主~，\~I恒 rlltW!怒~3 ・ qjl'l'~の形成と点}j Ilt探J(共.roむ彼，'W.i 1998 

r.式論内i榊己'ofJ("，[吋jliに制，Ro~t)jt師範大γ':r吋乍研究所縦 r武 E必股と;r:'liff

究j)Jt点師範大学1111坂n1997 

本学以外での教育活動

!~応.&明大i'r'・JどF日ß (1996・97{I~'見)， *5;(学広大マ':(1997 {f.f.lt) 

学外活動

史ρ乍戸会. [.口lイ冷本〉正:I叩l引1円1<付竹t卜.“乍，

L史l包!Iif研f)究Z会. J;li)?下会. fl ..j>: tflf吋~，Ij学会I l;:jf，民巧-ri{JF会，f様51.!・'f:研究会， JPれ，~

滋史乍会

JI|別 将 人 ょLか い 日 と

湾底

1967.7'1ミ。 1990*人ー ・文 ・J引[乍本， 1993 *大大'亨:院 ・人文科学 ・J5・jlj学 ・

修[:ぷ位修r.liiIWhilr!ll:J!li!i必，'t.lujfl:'， '111t]北成人ー竿術学. 1994似liIl， 

1995 ~花火大学協同 1:ぷf'li退ヴ:， I，;jfドz花火li}f助予 1996~寄港大学 CAS 派滋， 1';1 {j:' 

MI可。

務~活動の鰻要

J~辺 [U;Wとの|刻わりのなかで中|叫文明形成の滋Ftをあとづけるために，統一~，~.

1剥の!ぷ収JgJにあたる戦同~淡(¥:をqJ心に.中!司l付.It!lからベトナムにかけてr1¥上す

るれやíJl.il:l物の研究を進めている。九t近はまたr.~物館 ・ 文化財~~I殴:のありかたにも

|刻心を・4fせ.そこから"，同十i 会の変動会，ií~みlfl(ろうとしている。

過去の主要銀織 れ99"'.3まで

-OiiU T i": .ø~J r市中例以郷近地l同市文化研1'.Jft港rJl文大学:11版社 1994.2 

「ドンソン系鍬zιの研究Jr~占"，:雑誌J 80 3 1995.2 

先袋路lにおける !~1下枚以t;..æ1~'去について 作侠乙~XHLl: _'jjもlお併を tjJ心{こ



r~文研~-æJ 129 刊96.2

Iiか '1..，.1λ 

場去2茸聞の研究累積

/.iH\~山が面fiるもの *γジγ11いがのrjlのIY4敏文化JNIKI ・ IYJ~ Eの-t主j

flj 11新IlllH 1996.5 

r ~I~以「肉料」の時代 . T 1(:似のベトナム ・ l*jr!J[J~ fJ.l.!洋文化J78 1998.3 

!iか2JJA

管外活動

1 J 本111(碍身市γ:会(併!IO. ぽi?iアジア J5Jf'Y会{終・J~). 日本J5111371会. 考占・

'F研究会.史今:会. E 14>ょ袋校史研究公

*アジア部門(第一'.)

虫干l.-n f.IS J::. 川や <1::1 

略 fft

1938. 11位。1963*人 ・教!it(-..1965(，，1大〉:院・人文・比受.zft-修i:浴12修r.
1968 r"lr.~ t:治時満期i忌.，{・. 1993 ftIJ 1-(文字・*大入 1968lk.z研助手. 1974 f.，J助

1Jt!受. 1987 [';1教綬. 1990.3-11 JjI(I<lJt応大ヴ:にて文必ずf作外研究

研究，孟Ihの観察

小It~~;，教!41忽!史をの攻し.J40;リl における仏教受伐の問題. lilJ数料供の角1(;民心ど

をii"なヲてきた 1985 {I・以降I.t，k~脅迫教の.IJlJ由4世代を尖胞 L. 、lHiして初期i今

1'.教の~，'~~とと教踏について分析研究し;?くの吠~・をIII~ した。

過去の主要..(1996.3まて

NII!司ill教の現状 ill 1: -jJ ・'U似』本文紛 ・阿版1m i必文eflTl刊

1990 

『金ftiu教の研究ー Em協と.I!ln陥JJ.I.!.)(fiJf紀'tt>)IJlIII 1992 

制比 rll1[i~のlli教 その活動とi心kllの!Jl~J 本文!日j ・ 以"ぬ 1111 必文ωf1iUIJ

1995 

Iiかが~ 130，'札

過去2!f1lllの研究業績

rlj1lm♂41とは和IだろうかJ ~llII HI: 1.1;続社 1996 

¥"111 所日の活動 83 
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r孔 子 中l唱の知的源流』講談H 1997 

ほか3fi

本学以外での教育活動

立教人;ヴ:文:令官f~ (19961]:1支)， A*文化人;ツ:大学院文学研究科 (1996何度〉

学外活動

日本中国学会， nノド道教学会〈ふ議此， 1996.2-)， rlJI吋社会文化学会， 六WJ

学術'{:会 (P:~'fi， 1997.8-) 

任山 新 tib・ゃょ uιめ

賂底

1948.6生。 1972京大 .fl!・物.E!Ii学本， 1976 *火大判院人文 ・向11守・修1:ぷね

修了. 197911{問法人東んー研究会専任研究員， 1980中同.Jth(大γ:ffi"f:(-1982)， 

1986 1=1λ文.f1.Ilγ古都専fE，潟師， 1990米文研助教舷 1992.3ミュンヘン大学答貝研

究n(-1993.2)を絞て，1994年より成文研教奴。

研究活動の概要

(1)中国の仏教をインド仏教とは災質な忠鋭、として，また教.flI1'干:・教.fJIl5たとし

てではなく中同友教思怨史のなかに位以づける。 (2)仏教思惣を資料として独自

の宗教留学舟!諭を備さ認する。

過去の主要業績 (1996.3まで)

T閉じられた白己Jから ilJ自かれゆく n己」へ 仏教におけるn己と他持」

rJ4.l文研紀要J117 1992 

戸淡訳仏!ll!とi'J(].;文化問JrJ4iアジア社会と仏教文化』イ手秋H 1996 

f定本中同仏教史 1・s• mJ (繍n則的，IW'; 1992・94

過去2年間の研究業績

n見f¥:Jli.lR ~"J合終典 1 • ll.. (倒，Ju‘|勺11出版 1996・98

「沢経Ji法界JiFIl・HJi唯心論Ji Y!f鉛心」お波JFUipfT乍 ・思惣'JJOl!J

1998 

ほか6点

本営以外での教宵活動

明治大学文Ç~f:日f~ (19961f.1.U)， 1-，科大ヴ:文ツ:部 (1997年度). *f，i郎¥r.A:''I;人

文宇部(1997 'rfJ3r) 



学外活~

!-IUJ'字会 (::1命えIliMJ;!t委m.!!本ru収・下仏教字会.*1叱i:数交流ワ:会. 1I 

仏!-I[i草学会.Ilq 1)'J(h'X乍|母物館JUIIJ研究i1

鈴木時M f"n 怖やす

略歴

1964. 7 '1: 1989 県人 ・ 1: ・ 1111制幾械 rヴ:科~. 1992点人 ・え・!Mi'I". 1995 

*人大.t'j!:院人):.・郎竹内J;>(・修 1:以41修了. 1996 loiJ火予院人え~I 会 ・ インド文

字インド行?:仏数ι.r.'i i:忽干草返? I"jlf'*文研助手内

研究活動の援要

多純の災e?以来:rIik~ lfI ~、ての対照研究!こよ『て，インド大采仏教HßI!の1&，r.史 ・

1ぷ忽!sとの~(nJI を 11 指す。 ~W: r仰J)長常IUをテーマに思似の系治を辿っており，

1:必jj;)i，命をlfIいた幸子Uq~解明のケーススデディとなることをJUj している。

過去の主要実績(19唱。当証で}

F大法主主HJの研究作説一一偶成，及びWiiに関してJr仏教文化J35 1996 

過去2年間の研究家織

"The Mahamegha$ulra as an origin of山 imerpo1ated part of the present 

SUl泊均atrabh晶sa，"JIBS 89. 1996. 

「如来常fl;鮮JI!井しての『大法放をた_r仏教文化研究治!tJ1 1997 

i孟か 5Att

掌外活量2

[Jノド印度ヤ仏教学会

JLI己 :弘-fイ 車るS IJd (1997.3 .iJJifo'&) 

'畳程

1937.3'1... 1962*大・x.'小;>('I". ，.ij!1人・取"ii'r.大大'下院文学 ・ 修 U~fil入

乍. 1965 I"j rJ J.iJJo 1992 1'.'1 I: (文学 ・米人)0 1962私、工将光ヤ1':'1J I J・1171校教翁.

1964熊本以、I人J，dJi校教諭. 1968 jヒ人文:"{:;¥iiWJJ. 19731"J助教佼. 1990 *文研

教授. 1992-1993文a・(:ì~'ß併任教綬. 1997~:“I : .iJj ll1i )混入W::文化人fY:外(rJ，;I~学総

数綬。

¥'111 川itlの活動 85 
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研究活動の援要

r[l[ k1現代文・パ与に~(J必の研究.魯迅JEfy:の肢l対の紬とむる .I.l.l.氾!的心.1'1'がjな契機

とt.iiPl!，終込):字;I).lI!!えた1'1[1<1仏紙~j 会の儀相とその;ry:がWìl:などの解明を1'1

mし特によ高{'!?fAのi!l!1則にil11 する {'hl品命的研究を11 1心!こωf.téi，li卸Jを~.dLめる。

過去の主要集編 119%.j ，;で

[1(1;且 {I;のため縦1'/(となるJlt虫HI 1985 

rr[1同小説の陪!と的変造 的i品による'1111'1小説!と入門J(，'J~IJ:)印l版批 1987 

nIJili r人 "~\( j のCi4iJf'i主主 .m~; 1993 

ほか多数

過去2年閣の研究.・ (1拘7.3..で

「談終迅的)('i: :主~.ltl "日)I (11111むの rMi文研~~J 131 19'16 

『約iBr野-ー の研究J，1虹iI'文化研究i売研究報合 !.-Inl火化研究所 i& ，11・Jf院

1997 

ほか4点

本営以外での教育活動

:J:公学合入学入'γ:院文γkJf'ftH(1996年度).大阪i[i仇人γ人ヴ:1災:ぇγ:研究科

(1996年度)，í~íl('人dF人え乍部(1996 ~f度)

学外活動

~I本11 1国字会 (f"1'Ji ' (が:rW門~fl). !.-IUi学会 (話線u.句集会[1).中国社

会文化学会.現代IIJli~'j:会

!己l崎文明 ~~e J・1，，"'11

略歴

194i.21':o 1972 il.ikえ ・111文II". 19i5修1:~I[ l X ・ *k~). 1979 r..lh? 1:認

f'rl.il!'t:. 1979!.-1!人文令部JJ}IT. 1980 ITr.q・jt，;t人J:r..i. I!J83 M[I~し illt7l:. 
1985 明治大マ~):7 ::11 (1j{T:~il b' j"Jt幼教綬を経て. 1996 {j'より税収。

研究活111の概要

m ・!こ.
~ 

Ii. . V4 J ill湖JUI(1920-25)を中心とするqIjl~JJ.! 11:. k乍!と研究を 4・

テー?としお:に. 1.，1 11 !t IUIの~~fili ・ J.'H'r人兄弟の文マ:氾.\:t!.!をうtlJr してきた。特
に近年l之 198090 W代の!ぷ泣!文化また文学iこついても関心をはら唱でさた。

過去の主要豪績 .1叩弘主まで}

r~J!独秀と ~IJ.tt るにセった)，'，JI午人 1922年非J，¥科教J1Il動の111での衝突を中心



iζJ r臼ぶtTI司マ:会報J35 1983 

倒的人の新村災Eiiとその波紋(上ド)I rU}j{fj火学教袋諭:~J 107 137 1988 

1切 l

rNi品の『多疑J恕世IJJJえについての試ぬ H(}ili研究の.!JUfJI}，b'l ~l佼 1992 

ほか 10.. !，( 

過去2年間の研究業績

げがi~Ï?にて』および小，~lI.! rw (';UJ rしにかJ7111996.11

'+;'1'以外τの教宵活動

lリl治六学文字部 (1996・97"I'I!O 

管外，孟助

r1 11~社会文化学会(P!l'lf・qT会:ttU日;犯吋). E-14区中国?:会

l激鈴い え ん J・"ん(l99B.4 ~IIJ) 

崎医

ゆ64.7'1: 19861tllr~ 1:i1lj 0 N 11.人:・111文本. 1鉛4~，gl: (111，:<0(担11.人)。

1994 ~II.大中:x:t祁講師. 1998!.U文QJf助教綬2

研究活動の顕要

1930 !I;代中IJiI文学の比較・'X:"Nt'.J}j1J;;による研究，また，均外文ヴ':rll~命の 19BO

"I'f~における受王寺過保およびそれが文乍と文学批坪にうえた影特について研究し

ている。

過去のま獲量E繍¥1996. 3まで)

~'I'，f{tならぬlIi/1J ~小説，if.~('U 1990 "I( 2 )gJ 

~M~lt l:!袋従Ijl[t'..J (qJIJ~における桃ì1!. b&l.J r 上海文.;~.. 1991 "1:3 jUJ 

~fil命l長策・8 ・内JJIjl代派文学(fmU!tJøJ的おj路J~介(受作と}jî及 新町制初jgJ

におI:tる向洋現代派文字の制収とt{j介)J rllJ同比較文乍J 19')4 W 1 JOJ 

11品、9l.¥

過去Z王手間の研究業績

r.ljH~~目的(ディスコース)・ IJ IJ，lll心，1WI版H 1997 

侃.~，'J~ : 7 叩コー JJ;i~時 rt11 }J rr~IU~III!( ;米欧側・払iいI訪淡録(材0)のfU!;ミシ-"，レ

7-コーインタビュー!j.)J liffj人WI\J~正tI. 199喧

¥'111 所11の活動 87 
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't: Jt- 11' i. R か占いなおみ (1997.4H{E転出}

湾鹿

1965. 11 '1: 1987 "11 14・11J U! k'{: n7'下 (88まで). 1989!県人x-'I". 1991修 1:

(文予 ・東大)0 1992'学術保例会~.'f~JII研究n (1993まで). 1993点文脈比)J1¥ 

1994化外研究 UtJ;¥大ヤ:':，1;. 1995まで).1997 ?，，，li)~大ザ:e ， ;ft文化(lll"，i~r.，t。

研究活動の概要

前近代中国における IEしさd や「孜If;Jに関わる物の!Vj. 巧え)jについて，

.，.(詞俗文学〈小説.戯曲.説明.語り物等. これまでは特に小説『水訪仏 ・4品

史(医史物)小説とその関連物)を it11EI444料としてJi~誌をill;めている。

過去の主妄獲績 (1平岡 3まで

rr義lliU の~IL 哲i.fl'!1r水彼』から小説 F水椛JへJrU!il:文化J71 1990 

金依I!!徳'JE刊 Ilq，it..J.!Jについて r!oluJ''T:J 83 1992.11 

隠蔽されたもうーつの r!!~みJ r水j議伝」の『込~~J をめく、る論訴に l刻す

る ，視点 ，fll本I(I(吋γ会計iJ44 ll.! 1992. 10 

ほか2点

過去2年間の研究賞績 (1996.'1車で}

pfド22飼'五((l)IIlal r込.!1.l水1刑判~ 1"衆文研紀要J 131 1996.11 

rr '.帝~叙~;HIU- • JCIlJIの.閥~'I~の通俗文祭における m:\f1..';'・に:郷わる叙

述， r名山hl).;:"~ I r~!~:文化問l諭!l.!J 19・2 1998.3 

ほか 3点

本学以外での教育活動

*潟大乍文学た11(1996il.1ω. ?"Ili!i{大学ZJG文化1~1 (1997 WI広より〉

学外活動

[1本中l剥学会.W_)j常会. "llml会え化学会

小川総光 ω.f) r) l:lゐ

略歴

1948.10生. 1973忠人数必然. 1977修 l'(文"i:・JI，!人) 1979成文脈助手，

1982 *北大ザ:火:ヴ':t.1IWJ紋綬. 1987史文脈助教授.1992 JI，!kb)f救j弘そのHH.ハ

イデルベルク大学会:L1数段. Jt以 11み;乍研究セ/~一~n数段合併任。



研究活動の慨要

私的には. 111水i曲iにおける桃成の伝IjI(の問泌など.中[1<1絵11111を111心とする山代

巾11tJ.liアジア絵lnlj史を研究し公的には， 20 Jii誌に及ぷIlt界的なrll同絵l曲|勾51

資料の維持 ・ 鉱大をJi り.現在は 『中IKl絵 l由l総合~lU 続編』をfiJU中である。

通去の主要業績(1996.3まで〉

「院'IJの名!曲i 夜;tj• r.然 ・終点から事I1熊までJr鈴木敬先生.il'J麻記念 ιIII時

絵凶1史J命集』古川弘文釘l 1981 

「大{llJ院万メ:襖絵.Jt; (1:) (ψ) (下)Jn剥~J 1120・1121・1122 1989 

「相国与級文;正水嶋紛E足1(北}似) (上)(iJl) (ド)Jn同車J1166・1181・

1182 J 993・94

lまか30点

過去2~聞の研究家績

‘・TheContinuity of Spatial Composition in Sung and Yuan Landscape Palnt-

ing，" in :V1. K. Hearn & J. G. Smith ed.. Arts of the Sung and Yuan， ~ew 

York: The Mctropolitan N!useum of Art， 1966 

円11同絵i曲l総合|文|録続縦Jm 1.径アメリカ ・力ナダ縦，第2:(!lアジア ・ヨー

ロッパ編， r.gj;:t大学rll版会 1998 

ほか34;.'x 

本学以外での教育活動

-*北大学大学院火;?:研究科 ・文乍背[1(1997年度)

学外活動

's.術史学会(常任委日)，見ui乍会(討議口)，災学会.文化財保存修w学会.

説教側像ヴ:会

商アジア部門

加納 1詳良かのう防よし

略歴

1948. 3 Ij'.o 1970京大続本， 1990経済ザ:仰上(京大)0 1971 アジア経済研究

所入所， 1980 *文句F助教疫を経て 199111'より1;']教綬。

VIl1 場uの活動 89 
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研究活動の概要

ジャワの段村地h去を小心に， インドネシア経済のぼ史と現状を.必尚アジγの

他の|吋々や日ぶ.台湾などの.Pf，}合と比較しつつ研究してきたc また，1刊際経術的

な税聖子からボi*ï7 ジアの貿易摘むの際~がj変化にも関心をもち始めている。

過去の主要業績 '1996.3までJ

Fパグララン *g11ジャワ J~村の51と n附』アジア終済研究所 1979 

.インドネシアI::lH経済論4劾1/i.，'flJ} 1988 

r'l'部ジャワI2村の経済変'ff チョマルÆ~Iの 85 ~fJ (編者:)JJi文liJf;佐刊 以

>;U-;'判w坂会 1994 

ほか多数

過去2年間の研究集積

「納民地期ジャワのJtI!組制度」水野広祁 ・弔1:f点・縦 r*r将アジアの経済1m允

と 1:地制度』アジア経済研究，.，Jr 1997.3 

「制民地JIJ)インドネシアの貿易統，1(・ 1909-1923 fJ' 相手l同別品T-I5JIIデータ

の調~UJ -ID大学経済研究所rlI f:主的拠点形成プロジιクト DiscussionPa-

per :-10. D87-26 1998.2 

ほか 231.¥

本学以外での教育活動

事局協A学法，、主i司I(1997年度)

学外活動

アジア政終学会(.flJ!・J ~) ， *1将アジ 7史ザ:会. ボ部人;γ:~↓Üyjアジア研究センター

学外研究協力ti(1996.4-98.3)， f刈、'f.li\ll長γ':I~ì物館共|口l研究II (1996.4-98.3)， 

|吋際協}J'Ji:!/11付 f地域の允阪と政府の役引IJ分野glJ媛助研究会委H (1996. 

4-97.3)，凶際協j)'W~定卜月「インドネシア ・ スラウェシtUi秋、I策支媛村泌開先日 1

liltlJ凶内委員会空会口 (1997.4-98.3)，1吋際協)J・JJ:!/1回総期派.i!i'!与門家(インド

ネシア大学円本研究センターに係る技術npm(1997.4-97.8)，国際協)J'1}業問

II本研究センターに係る制内文媛委口会J委員 (1997.6-98.3). fl本インドネ

シア :-'-GO ネ y トワーク(代ぷ)

尚続附雄 f!t，.，.1~ S.dお

略歴

1957.4位。 1981J;i大紙不.1993 t呼~: (経済学 ・応大)0 1981アジア終済研究



J升入所， 1986ランターン外!刈Jfrv.院儲乍 (1988まで)， 1993ミャンマ -tJi業'(i

123お，，1'[!lJjJul答n研究日 (1995まで)， 1996アジア経済研究所退職，lri)年以文研助

教授。

研究活動の続婆

ミャンマーのI::I村地域を ljl心に社会終済のj僚~と現状に|処する研究を行ってき

た。現在は，右I~民地経済，tI:会主義経済，市場経済てす・の「終抗体制」と I::I付事十会

経済の変容との関係について，文献資料の分析と;i41gf.句作の二つの)jIl，jから研究

を進めている。

過去の主要業繍 (1996.3まで3

rビルマ ・デルタの米作村:íH会1:';をJ 体制ドのJ~村終的J (研究M..，l} 423) 

アジア経済研究所 1992 

i 1: ピルマ ・ チャウセ一地}jのinJ川総統と I::I~長J rアジア経済J34・12 1993. 12 

r 1:ビルマ段付のI::I外就業と|格制桃hi:社会巨義次期jの・滞祇付を'作例として」

水野広lti料 f点p旬アジアJ::I村の就業tVI巡』 アジア絞首等研究f折 1995.3 

ほか多数

過去2年間の研究業績

i rlii易経済化とミャンマーの米波町it主政策 .(j以 ・内III・篠ru• ruL主総 flJiI発

途上必l到の経済発以と社会変動」総必JFUJ 1997.10 

「ミャンマーにおける1:1村問t1t舟移動とl被業階的J.アジア経済.t38 11 1997.11 

iまか 5点

本学以外での教育，苦動

*ボ外l司aG大''"r;外|司法学部 (1997ifl支〉

学外活動

アジ7政経乍会，米f'ioiアジア史学会電進化経済学会

柳I守j 悠刊 ささh はるか

稽底

1944.11位。 1967*大 ・経ti"， 1 970 京大大学校総済 ・ 応用経済午 Qj攻 ・ 修 I~

2tお!修r(経済'ヂ:修1:)0 1972lr;J I'!f 1二J!l'ili!!乍.19931'Jj 1: (経済学)0 1972 ~r; 陥

浜市也大r''f:文J1P.7;/l官咋任白m自iji. I口j助教綬. 1983 {ド*京大ザ~;*作文化研究所助教

綬， 1989年ーより何教授。 1976~ドによE外研究(.!Xtl時)。

VllI 所f1の活動 I91 



92 

研究活動の療薬

近現代インド経済史を専攻し， 19 llt紀、I~ば以降の耐インドのt23程 ・ 段付構造

の様史的変動を1~;Q労働 tiーなど fJM民に焦点去、可てて検討してきた。手織物業な

ど.(t米下工業やl災村小工業についてもJ3祭してきた。

過去の主要葉線 (1996.3まで}

S師 ;0・economicChanges in a Village in lhe p，αddy Cultu岨tingA時'ain SOllth lnd凧

Tokyo: JnSlilutC for lhc Sludy of Languages and Cultures of Asia and 

Africa (JLCAA). 1985. 

rl~司インド トt会経済史研究J (点以大?:点作文化研究所)JtiJ;O;:"7: 11 1版会 1991 

"The Handloom lnduslry and hs Markel SlrUClure: The Case of lhe 

;¥1adras Presidcncy川 lhcFirsl Half of the Twcnticlh C白川uy，・ lndian

Economic and Social Histoヮル叫叫 30-1.1993 

lまかが:J60 l.~ 

過去2年間の研究業績

A CentuりIof Change: Casle and Irrigated Lands i71 Tamilnadu， 1860$ to 1970s， 

Oclhi ルlanohar.1996， 

いChangcsin lhc Agrarian Struc(ure ofじnirrigated Areas in Tamilnadu雫

1860草 10 1 920s，" K. A. Manikumar ed.. HisloヮandSociety: Essays in HonouT 

of Pr，ψSSOT S. Kadhirvel， :vladurai， 1996. 

ほか 5JJi

学外活動

日本件]アジアヤ:会 (PI1自H，n・務fll!'j()， [時際経済学会，上地制度史学会. アジ

ア政経'f:会.n会経済史学会，首罪史学研究会，点}j学会

中q~ 成 ì;i~ Ij，/J..ざと江')1，.i 

絡歴

1946.12生。 1972*大 ・文 ・!-Ili下史本。 1987問LPh.D，(カルカッタ大〉。

1977東文研助手. L987 (11)栄作文J!巨附民ユネスコ点アジア文化研究センター

凋fi資料宣伝長. 1988神戸大宇文学部助教授. 1994*文研教綬。 1993ロンドン大

学 SQAS衣u研究員。

研究活動の彼要

組民地支配J!Ilインドの社会録済史，とくにベンガル地jjの山村史を'-1'心に研究



を行ってきた。.ij;I.{I:(ま，インド ・パキスタン分離独占.の社会経済的??J誌を解明す

るn"FIこ取り組んでいる。

過去の主要望陣織 (1996.Jまで、

"Superior Peasants of Cemral Bengal and Their Land :v1anagemem in the 

LalC J¥ineleemh CcnlUry." r尚アジア研究J2 1991. 

Agrari仰いtm>in Eastern Bengal c. 1870 1910. Calculla: K. P. Pagchi， 1994. 

“Regional Pauern of Land Tramfer in Lale Colonial Bengal." in Peler Robb 

町 al.eds.. Local Agrarian Socielies in Colonial Jndia， London : Curzon Pr蹴 ，

1996 

過去2年間の研究集積

j自主主の恒例性 ベンカ)レの場合Ji'iIド武ぷ ・1巴t:;対編 r地以のLI!界史 l 地

以史とは{"JかJulJlltl1版社 1997 

“Thc Origins of Developmem Planning in India，" in Fumiko Oshikawa. ed.， 

South Asia ..nder the Economic Rモ(orms，JCAS Symposium Serics No. 6， ]apan 

Cemer for Area Studies. :¥alional Museum of Ethnology， Osaka， 1998. 

本学以外での教育活動

点以外r1<1，;語大'y:外i同dや部 (1996・97年度)， *点火子大学文.flP.学部 (1996年

度)

学外活動

fI本商アジア学会(JlIl・芥 ・料集委U1<)， lndian HiSlory Congrcss. Asiatic 

Sociery of Bangladesh 同cr.民byy:|事物館共ItiJ研究員

)1二以 P型車[i いさか 川 1

略歴

1969. 8 Ij:.o 1992点火 ・教長 ・教it'i"， 1994.!-1i大大乍院総合文化 ・地波文化 ・

修 1:ぷ~W修了， luJ{loJ4.[A大γ:院総作文化 ・地域文化 ・向上謙作入学， 1995点火

大?:鋭総合X:{!::・1砲敏文化 .r~ I二課際.iJ:!学， I"J年来文/iJf助子。

研究活動の概要

制民地lUJの内インドにおける政治 ・社会史を倣っている。特に 19I崎紀後半の

IlIIr1i1jllliJ胞の社会 ・文化活動の分析を:illiして，彼らの il同家J 像，&びアイデン

ティティのあり )jを明らかにすることをw旨している。

VIlI ifrftの活動 93 
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過去のま要業織 (19!~;']まで}

F インド独立と~t=I司の統合 44 日同行のハイダラーパード1攻~~rアジア綬

iilJ 36 3 1995 

過去2年間の研究集繍

「インド ・パキスタン分間111!l! \~. Ij I !kのぬ理 ・ 地)iのみf1114rr;波J砂川~Ilt ~平骨量

史J24 1998 (rI"~ ('Ai:) 

~外活動

fI本市アジア'y:会.I村アジア研究会.東h学会.点以外1!iI!l:.A:γ. . i¥A研共Inj

iIf究員 (19971999)， I母、'r.1.(鉱ヴ:1呼物館j~f<iJ研究員 (1998・ 1999)

lて付勝彦 品むらか 0・

略 霞

1944.3生。 1967~収入 X'I". 1970 必人;大γ:院人文修 I:~f'Il修(.1988門 1:(文

乍 ・点火)01971 *人文午ì~i)助手(1973まで)， 1973 U!)j研究会研究11(1978ま

で)， 1978同砂院λ;下鴻帥.1980 1，;lllIJ教授 (1986まで). 1986 *文例助教綬，

1989 fnJ教綬現従に-nる)。

研究活勧の複要

I1下， 10 Ill:紀のカシミールの'!i治家アーナンタヴァルダナの『ドゥヴァニ ・

7ーローカ』の研究ぬよを司r:<<:1している。本年度111に刊行される予定である。ま

た，以前から人叙 'H，.~f rマハーパーラタ』の翻訳と研究に従'Jrしている。

過去の主要業績 (1996.3 1.で)

『カウティ')ャ:xf干1I治J(/，/0 ( 1:・ド) 符波文fOJ( 1984 

『インド占典泌劇，命におけるx的*f.験 アピナヴァクブ$'の問、a論 点文研

報告 1990 

『ニーティサーラ ，Ij典インドの政時諭J(択)uii下文!oI1553 19'12 

ほか多数

過去2年間の研究集積

f.与がr~h長 (pra tibha) について fインド忠怨と仏教文化:m川上 1996.12 

rパガヴァ yド・ヰーターのいl以JNIIKライブラリー 1998.1 

ほか 2I..i. 

本管以外での教育活動

北海道大学文乍f:i)(1997 (1・1幻



学外活動

n 本向i皮学仏教学会(訴議員)，円本仏教?:会，点)jヴ:会(評議m.[1本所ア

ジア'γ会.仏教!忍惣学会(ぷ議員).インド怒:飽史ヤ:会(Jlll'ln 

永/尼 (，t↑訴 えいのお Lんご

略鹿

1948.7 tjで。1971京大文本. 1986 Ph. D. (マールブルク大)0 1980九州点海人;

乍成郎 (1984まで)， 19S4国立民族学博物館fVJl¥1987.12倒立民族学防物館助

教俊， 1991 l反文研助教俊， 1994同教授。

研究活動の擬婆

ヒンドゥー儀礼の形成と展開に関して， ヴs ーダ後jUI文献からプラーナ文献を

中心に研究。 また，北インドのJ~村の低カーストの儀礼の放の~U!と分析をff ぅ 。

過去の主要業綱 (1996.3まで}

Die臼tU77ll向)laoder die altindisch四 TertialOJ向f肝 . Dargestellt nach dm Vo悶chベ{1m

tkrB融制抑sund der Srau削減tras，Tokyo: [nStilute for lhe Study of Lan-

guag凹 andCulturc of Asia and Africa. 1988. 

"The Nagapallcami剖 describcdin the Pura.;ns and iLS Treatmem in lhe 

Dharmanibandhas. .・ joumaLof tht Japan出eAss町iationfor South Asian Stud附

6， 1994 

rヒンドゥー教年中儀礼の形成 ティティと利l絡の結びつきをめぐって』

Monumenta &rindica no. 26. *京外同総大学アジア ・7フリカE351t文化研究

所 1995

tまか 16l.~

過去2年間の研究業績

-‘The Formati。向。fthe P白IjaCeremony:・Studien zur Indologie und Iranistik 

20， 1996 

ほか2点

本学以外での教育活動

中央大学 (1996・97年度〉

牢金活動

日本flH変・仏教学会. 日本民族常会，日み;南アジア学会 (?;i・4革関'Ji・調。j策委員

長 1996年度). *H~戸会

V川所uの活動 9; 
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商アジア部門

鈴木直すず島刊

略歴

1947.9生。 1970成人 ・iLヤ. 1972 lU人;大学院tiJdy:・政治 ・修 1:以rt修(， 1斗

~I・トルコ同 ・ イス?ンブル人ヤf'!1学(1975まで). 1979 lU.k火・・t院門 tぷmiry-・

I，;)il:"f:術綴興会奨励IiJf'JW.1980弘人itγ郎助手. 1982 ru)泌総， r"IW T・広大学

教iS;$写M言動泌白Ii. 1..lfド京大大乍院法主 ・ 攻治 ・ 問 1:~'l!N修 r. 法ヴ:I'!} I~ (康

人)01983史文研助教授， 1991 r..)教授。

研究活動の概要

研究対象は. [l1jγ:ノ7地減であり，オスマン字転rI~ をrll心に. イス主ム|什界にお

ける， 1)政治体の支配制i総とえ削エリート. 2) IU界秩Jj'.・政治的統合 ・アイデ

ンティテイ目， 3) 文化と ~I 会の判nの 2 分野にわたる。

過去の主要業績 、1_.1i. 

fオスマン傍i刊の!tI[}JとエリートJlUi;(火乍tll版会 1993 

『イスラムの潔からパベルの峨ヘ オス 7 ンf百H対におけるflil(htの統合とJE

(iJリプロポート 1993 

「スレイマン大潟「時代iスマン朝の人;市制と宰似たち (1) -(3) J rlU .. :c6Jf~ 
安J101・103・106 1986-88 

過去2年間の研究業績

rォスマン11'i11~ とイ λ ノム IltWJ l↓!J;{人;乍ti:版会 1997 

F イスラム1f;1刈の公iJtlJ::fi)} オスマン'，f;同の場0..木村i凡拘.J nl~際交渉ヴ:

交渉行動鉱工史のI!<I際比牧』動i，'..;I lI}i 1998 

ほか 11点

本学以外での教育活動

廃止、義塾大"'l}、γ:院文乍研究H(1996年度).廃止;義明大乍:<::今、明日1996ifm.

j '1' 111学院大乍!司際政治Ŵ'r:f'dl(1996 lFJ免)， ~浜díl'{ ).ぐ7・大γ院L!iI際:文化研究

科 (1996・1997"rr良)

会幹外活動

l同際H本文化研究セン y- JU，，)研究n. 比絞法史乍会.E'I[・I ~. 地'ilifljヴ:会常任蚕

tl. 日本オリエント・下会(.E'II!11， .オ IJ エントJ 拘>Í!.li~W. 1'1 Jj. 'll 以'γ会J'y.~裏目，

( (1転倒際政治学会.;~泌n



l乏i事栄治 ，'r fJ'ð~) .t¥‘t 

略l!t

1953.4位。 5巨大 ・総本. 1976アジア経済研究所入所. 1981エジプト派逃

( 1983まで)1995アジア椛済研究所退職.IdJ1j'w:xliJf助教授. 1998 Jお文研教授。

研究活動の概要

エジプトを中心に近現代アラブの社会経済史研究に取り総む。乞苦Eな研究テー

マは.エジプ卜の綿花経済と以来労働，泌瓶詰IJ皮，労働移動と社会的述併.段付

の将軍)Jf1~主主，むi3E資本 t~奨‘命乍，現代アラブ忠、惣などである。

過去の主要灘繍 (1996.3まで}

r*アラブ社会変符の情|文IJ(綱lifDアジア経済研究所 1990 

rrll* 政治 ・社会J<地械研究シリーズ第 10巻)(縦答)アジア経済研究成

1991 

「限界線業の腿聞とエジプ卜 J~村の労働力問題J rll世界の構造化..<シリーズiせ

W'kを問う第 10m狩波川昌 1991 

ほか多数

過去2年間の研究業績

「エジプ卜人ユダヤ教徒とマルクス主義足I!動 アハマド ・サーディク ・サア

ド研究 (I)Jr一橋論~J 116-4 1996. 10 

「エジプトの111央集者)'11:主 力マール ・ヒムダーンnrエジフトの側怜』をめ

ぐって」後藤.w.・鈴本均縦『中東ーにおける中央総))と地敏弘一イランとエ

ジプト j アジア経済研究所(研究双~~479) 1997.3 

ほか ll At 

本学以外での教育活動

!.Iüj(外l同617大ヤ:外l助言学部~ ( 1996 ・ 97 年度).段応4妥当在大学文学問~ (1996・97

年度)

学外活動

[ j 本111*ヤ会 (oi'~議U). 円本イスラム協会. [-1"';記オリエントマ:会， 同な民自主

予防物自nJ~r，iJ研究u

VIll 所11の活動 97 
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4公才キ 敏厳 正勺たにとしお (1997.3退綴)

湾医

1937 11' 3 J J I~ミ。 1961 *大 ・ 教後 ・ 教i~本. 1963 *六大'下院生物 ・入額学 ・修

上ぷ程修f.文学修上。 1965IriJ rH 1二ぷ程退乍. 1965 *文研助予. 1972 1.;1 専任講

師， 19741riJ助教授. 1984 IriJ数段. 1992 点文I~f所長及び*人:Jf議品並ひ1こ東洋学

文献センターiえ(1994まで). 1997伴"f.ilJ戦. 161作品l大名作教綬。

研究活動の慢婆

1964 "ドイラク ・イランでの発鍛謝伐に参加して以来，向凶で巧;l!j"E:的発掘に

従・Jrした。 1985年からrJら凋千百、丹を組織しゾリアのカシュカショク n}}丘.

コサック ・シャマリの 2つのill跡の先制調企を実施した。

過去の主要業織 (1996.3まで〉

F初期広i事件付泌の研究~ rw:文IîJf紀~.. 47 1967 

1ピゼとチネJr成文研紀~J 58 1972 

総ηIIKashk.剖 h<Jk: The Exca凶 tionsatηII No. IJ， 1991 

1孟か 38点

過去2年間の研究業績(I侵略.3まで}

商秋良Z誌と j~ .r.i' iシリアの先史時代遺跡， テル ・コサック ・シャマリの.，.2:1空

(1993・1994勾ュ)J総本他紙 r、|ι成6年度内アジア史研究のデータベース化に

関する総合的研究一一第21nl州アジア発剣溺fi純i告占j クパプロ 1996 

“The F山 1ctionsof Bedrock Pits from Pouery i¥'eolithiC Sites in :'¥orth Meso・

potamia，" co-aulhor， Y. :--lishiaki， Subartu IV. 1996. 

学外活動

[]ノドオリエント学会. [J本午:術会議 ・*洋マ':.i!1!絡委μ会1iiJ.J.， ~j I ¥:オリエント

IW物宮官ri'f-議n

*JlTI Iビ はねたまさし

絡医

1953.7 i"to 1976京大 ・文 ・.';t'Y:llく， 1978 J;Oにλご下院文学 ・東洋st・修 1:諜符

修 f，1983 イラン学賞~3JUJr，H (パリ第 3人:)0 1984γ:術振興会奨励研究n.
1985ザ:術仮興会特).l1!liJf究U，1986 J;t郎防火f火乍文学持s助教授. 1989 w:文研助

教綬. 1997 W:X研教綬。



研究活動の慨要

ベルシア必!と料をJlIl、たイランII!界の政治史. :~IJ度史，剖)1行史研究.イスラム

ill築史の研究，それに欧文ベルシア旅行lt~研究やヨーロッパとベルシアの関係史

研究などが主要なテーマである。

過去の主要業績 (1996.3まで3

Islamic Urban Studies: Hislo円calReuie.ω and Perstectiues (co-editOr)， London: 

Kegan Paul International Ltd.， 1994. 

『モスクか211るイスラム史 :ill~と政治権))J 中央公論tt 1994 

『シャル世ンナイスファハーンdJef'先 17 LlH己イスラム悶伺)lliのt'1像J* 
文研広~fiJ 点J;i大乍1+1級会 1996 

ほか多数

過去2年間の研究難繍

"Emigration of lranian Elilcs凶 lndiaduring lhe 16-18th centuries，" Cahiers 

d 'Asie Centrale 3-4， 1997. 

r成熟のイスラーム社会J(永111雄 1と共狩) rll~公論社 1998 

ほか 10l:'.. 

A正常以外の教台'活動

fr.教大午:文字$(199711'1真).お茶の水ぷF大"{:文教育学部 (1997年度)

学外活動

日本中*学会(評議員)， r r本イスラム協会 c;)>r-ぷ日). uノドオリエントヤ:会.

史学会，東洋史研究会，阿南アジア研究会. 1勾段アジア史学会 ('1常務壊すね. 日

仏点j下学会(評議員). Societe asi剖 ique. Association pour I'avance円lent des 

eludes iraniennes，点以外国語大ヤ:.AA研JtfnJ研究員， [lij IL民族学時物館共同

研究H.

1I1g1 fl=l rtt [- やまなカ・ 申 りζ(1998.3配iLl鉄k出〉

略歴

1966. 1生。 1988米|設 ・カラマズ一大手 ・仏語美術本， 1ω99引l点火大学院総合

文化 .比絞文浮学:比較較.文イ化t.修|上:詰諜程程修了T，Iri耐i

絞文化 .t!陣Ftt:4占品採~栄~fねt入，?hV字'f:， InJ1下苧術仮興会特別研究民 (1993まで). 1993東大人;学

|民総合文化 ・比較文学比較文化 ・的j二課粍iu'y;，ldltC点文Of助手， 1998国立民

族ワ:博物館助手。

VIlI 所民の活動 99 
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研究活動の侵~

パフラヴィ -，ib.アラビァ;E・ベルシア訴によるアレクサンドロス人:1:につい

ての伝説の比較倹Jを.i!!iして， (lj代からrlJjll;， liijイスラムからイスラム時代への

転換期の中東の文乍とにみられる文化的νンクレテイズムについて研究している。

過去の玄築業績 0996.3まで】

「俗Irliの誕11:と死 アレクサンドロス伝説におけるアレクサンドリアとベル

セホリス(1て)(卜)H比校JZm研究j61-62 1992 

"From Evil Deslroyer 10 Islamic Hero: The Hansformation of Alexander lhe 

Greal'ぉ imagein Iran." rrl;t>:rt*";会作株1. 8 1993 

「文句!を支えた常悶} 郎diとill築」島ihJ.脱却i修 ・後縦19-1縦 r占型機イスラー

ム[ltW2 文句1としてのイスラーム』栄定数1守文化研究所 1994 

lまか 4 1.~

過去2年間の研究集繍

「知必のJFの系誠 イスラームH切tの lU.:の鐙〉文学"rアラブ文乍を乍ぷ

人のために.. llt界以惣社 1998 (印刷IIJ)

争会発ぷ (AmbiguIled'image d'Alexandre chez Firdawsi) Congres interna. 

lional : La figure d'Alexandrc Ic Grand dasns les tradilions medievales 

occide.ntal郎副 proche-orientales，1997， 11. 27-29， Paris， 

ほか2内

教育活動

法政大学文学部 (1997年度前期〉

学外活動

点入;比較文学会， 11ふ比較文学会，t吋際.Lt絞文ヴ:会， [1み:rj'*学会， 日本オリ

エントγ・会， :¥1iddle Easl Sludi白AJ.socialion，r吋也氏般学時物館共同研究11

(1996，4・1998.3)

後藤明 ごとう川ら

絡歴

1941. 7 't•o 1965京大 ・文 ・*洋史ヤ， 1967 ~巨大大学院人文 ・ 米洋史 ・ 修 l:泌

ね修r， 1967 (財)東洋文版研究'1:.， 1968 (財)必i'I二文w附ii'tユネスコ*アジア

文化研究センター研究μ，1978山形大学人文学郎助教綬， 1986 jci]教授を続て.

1987 *文句f教授. 1994 *5c研所長及び米大評議tH長ひ'に東洋乍文献センタ-1<



を{刑T:(1996まで)。

研究活動の概要

イスラーム IltWのl絞史を.地球観伎の人~l史のなかに枕ii"lづける作業を継続し

て行い.その-~として， [1';10也減と*尚アジア地峡の|潟係を，Jth'iする研究会，

rI蕊史のなかのイスラームJを検討する研究グルーブなどを車:lI織した。

過去の主要集線{内96，主主で〉

rメッカ イスラームの怨Idi社会J'IJ*公命社 1991 

r'jj典 イスラームの徳川市は(j七縦)olli紀，IJlJj 1992 

r文句!としてのイスラーム ー-議泌イスラ ーム限界21(縦.!n栄光教ff文化研

究所 1994 

過去2年間の研究業績

rィスラームlIt界史』 歓送大乍教ft振興会 1997 

{孟か 7a

本学以外での教膏活動

中央大学総合政策宇部 (1996・97年度).l次滋)¥''';:(1996・97il'l交). 九州大

乍文予郎 (1996年度). *応外IJ司.5}.:"f: (1997 tド皮)

学外活動

(社)r 1本イスラム協会(JlP.'JJ長)， (社) [1み;オリエント学会(常務PI!'!f). 

(社)rl'U(謝合会 (PI!‘Jt). (];fに'1'*学会 (PI!'H)， IJ本学術会議*1下常研究.i1i絡
委n会委!t l母江氏依学博物館地域研究企l!fii交流センタ-.i!I!}立委日， CJU) *洋

文1・JU在任研究員，その他

銭~m 繁 かはしりる

略歴

1951.3生。 1974;1[大文本， 1976修十(文った ・*λ;)0 1977"'<' '1キ'ルjぐγ:イス

ラームマ:研究所砲ザ':(198.2までみ 1982*大J之助子 (1984まで). 1984点文研助

教綬探m.19951，;J教綬舛任。

研究活動の概要

イスラームの神絡!忍む1を中心に研究合行ってきた。現代lまシーア派の者11EBjt;慾

(イルファーン〉の II~界線 ・ 人rm (川魂)観を，文献資料にJ&づいて考察してい

る。[，;J時にクルアーンなどのやW~解釈の問;mにも関心を鉱げている。

V11l 扇[:1の活動 101
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過去の主蓑姦繍 (1996.j阜で}

『モヲラー ・サドラーのmi命治 m匁lをむつおたちのtJ.~;J校u . ~氏 tl ・wび

にIf.JUイスラム!.ll.'J.!研究会 1984 

‘・TheFir.1 Bei副g:Inlellect ('oql khlradh) as Ihe Link bClw('.'n God's Com-

mand and Crcallotl uccording 10 Abu Ya'q白bal・Siji叫加i，" r 見~.x:IiJf*t.! '1.:.' .. 

106 1988 

Itt総主義とシーア ・イマーム織の111会い 77イド ・力-'/ャーユ目の完

全人間溢 l 鎌fll~ • Îミプ号制別 rm，wsと神~i， tlJ[f~ . -{ ンド ・ イスラームの

j恕笠!tせ界』大切!-r，'{ 19').1 

過去2王手胞の窃究実績

「イスラム倫PIL!，~T地 ・ 同1時j、・i糊 7，7制 n命1'1リ1.!1t!.¥;WIJU 11 J) 11111版社

1997 

f不口I匁l界への参入 壬 γ ヨー ・サドラーの烈終解釈I丸山川村i・鎌111繁総

PW!ll!と人mlJ大I~I':;:' 199B 

l王か 30l.~

本掌以外での教育活勧

1. {州大学教uシステム研究1lI1免センター(1鈎6・97ij:IQ)， 1.約六学外i詞arp

部 (1996・97年度)， 立政大乍全午Jtjj，量カリキュラム迷符セン 9四 (1996f!::度弘

、工事x)('子文学認 (1997fl(f'l') 

学外活動

J] 4正オリエント'γ会(1'1'*・rオリエン卜J縦m{iUW，1'1本〉ii数学会(評議

U)， 11本イスラム協会 m，:IItW， 'jf.fs'l比較宗教 ・ 文化研究，~i (PI!'JO， ~;，教史

乍研究所， 1対1).民I次午附物釘lJt l'iJ研究U， 泌氏火予11¥版会J宇治11 (1997， 

4-1999.7) 

政み， -犬 もりもとかずa

略 E

1970.31:.0 1992 J.l.(J;(人:"t. )(・米洋史本， 1995 J.l.(J..:人予院人)( ・ t..I.! rl、~ ・ 修

|・ぷ限修 i，r，iJ1J~*人人J乍院人;りi 会 ・ アジア文化研究 . 1¥9 l.u!I!t'n1L・'f:， 1996 

l'iJ.iJJマ':， luJfド*文研1V)f. 1996 イ才ン ・ イスラム)~拘11可ゴム H，" 史w川l到:J.lf航筑:

n研究tl。



研究活動の概要

イスラーム治社会におけるサイイド ・シ十リーフ 頂JJ7ムハンマドの子孫 ・

近穆1.(f に関する比較史的研究を.iJ;ll泌としている。 m.(J:は特にイランに，n点を

[向き，彼らの系活文献を分析の対象としている。

過去のま襲業績 (1996.3まで〉

「サイイド系議文献一一新史料類別の紹介Jrアジア ・ アフリカ燃~社会研究」

1 1996 

過去2年間の研究業績

「サイイド系議やの成立(卜 ・十ー世紀)

『史学維よt~ 105-7 1996 

系議統i~IJ とのl刻わりを小心にJ

“ShiklgIrI-i‘ilm-i ansab-i AI-i Abi守alibdar qurun・ichaharum wa p制司jum・i

hijrl.' Majallah-'j Danishkadah-'i Adabiyal 酬 'Utum-i Ins，伽 j-i Danishgah-i 

Mashhad 29-3 4 1376Kh.， 1998. 

学外活動

史学会， [1 本rJ1J.R学会， u本イスラム協会

VIIl I括tiの活動 103 
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研究機関研究日

熊 谷滋: (H:.' ~"'" (1997.3任WJi3.jf) 

崎底

1963目 1'.b 1985 1，1-人え小. 19871，1 k.火γ院x"i'・lUi下史 ・修 l:i.!I!W終(.

1992制・噌1:後lUl.tl:N.iliγ.IIlJ{J;ft1k.文ヤilliJl/J1< 1994 l;iJ.ili(ii. 1996泌文句f研

究開対研究U. 199釘i1"必'

研究4苦量勧立の覆要

成帝国!主 I，~辺県民!政令とのようにして取り込んたのか.そのことがtlï命中喝の性

黙とどのように関わるのかを前lIJJ寸ベく.災民放をnu凶占せる隙のI'J!s目の女、lle.:綬

~と )jiょを. J'Ü~紋側のil'J~うをふまえながら.行時期ζ とにWf究している。

過去の主要業繊 (I事両 3・1で}

後t誌のk自主l付i.Ul筑について 『史約J9 1988 

後i'liの!起Wb、統治における1.fmi受興について j .以)jl}tJ80 199U 

liiil1:における凶l同信lの形成 rJi以It<l Jの問題を中心として Jr史観J 134 

1996 

過去2年間の研究員繍

r- n可決における rm.J~防白 l と F島，j~!iMJJ r*文併記泌J134 1997 

2主管以外での教育活動

見lJ;Ü~長徳ノぐ下人;え"ï:，')1i (1996・1997fJ'1臭:)，実践1，i:{J..:.?総合数(J(1996・97

"rJ立)
学外活動

2、
Aム

Wli?会， íllìl~史研冗会. 11~/~Ì'.l:!史研究会. 11111II!U l:rtrHiJf究会， rf I(討!とヤ:

¥¥'erner. Chri"loph • 1. ，. '" &凋ター (1997.31T:Wlhお()

略庭

ゆ67.6'1; 1988 7ライブルク λγ(ドイツ. 1990までに 1990カイロffl学

( 1991まで).1991-、ンベルグ人:?(ドイ;1)転人. 1993テへランWf"'?， 1994修

1-(イラン乍 ・パンベルグ人'向。 19<)7.1-3点.JtSf研究割程|知研究l1.1997.11パ



ンベルグλγイラン'予約比hT'。

研究活動の禄饗

イランJt凶/~f)アゼルパイジャンh!!)Jの'1'心街Idjタブリース'における行政 ・ ;;:i教 ・

経済界のエリートたちの枇会初治と.flPL関係が， 181崎紀後、I~から 19 IIT紀Ijij'I~ に

かけてとのように変化したかを.k:公開の公文J!の分析を通して探っている。

過去のま要業績 (1996.3まで

ヴ:;.，会発点“TheTarikh wa jughrali-yi dar al-saltana・yi Tabriz by Nadir 

:¥1ina Q匂ar-ilS value as a historicaJぉource.・Lessource. de I'hisloirc 

islamique medievale， 1993. 12， Paris. 

"Ambiguity in Me副ling:the wakil in 18th and carly 19th century 1ran，" 

Third European Co町長renccof Iranian Studies， 1995.9 Cambridge (forth-

coming publication in 199B in the conference proceedings). 

過去2年間の研究集編

“Eine Karriere in der Provinz: Mirza Mubammad $afi Tabrizi zwi叩hen;¥Iadir 

Sah und Karim Han Zal1d." Oriontalia Suecana 45-46. 1996-7. pp.147-177. 

“The Amazon， lhe :>ource of the i¥"ile， and Tabriz.“ in UM tradition 

historiograthique peηαne: /.es histoires local.出， ed.、D.Aigle‘ C 恥!clvillc，

Pembroke Papers. 1998 (in prim). 

ほか3l.:¥

本学以外での教育活動

パンベルク大学イランJ主将 (1995{!:)

学外活動

Middle East Studies A描ociation.Society of Tranian Studies 

小泉 龍人 ニいずみた勺“ (1998‘3任期満 ()

略歴

1964.いん 1988trt人 ・文 ・J号tγf:>r:.1990 l，~人 J.:..7:民主文γ; • )5' ，'i?・修士z深

将修r.文乍修 J:o 1996 ItiJ r!j 1:後期.~.ltf寝返乍. 1993 'ft J.:..)之助下 (1996まで)，

1996*文研研究機関研究以 (1998まで).19981riJ非常勤泳師。

研究，苦動の担Ii~

点火;研によるシ リアでの%f【VY:的発品rj.J，~ftに取り組んできた。製.([で (i. 先~

0年代のウパイド文化における!1M#'儀礼と|て:f，{'I:sriという観fλから，/ifldi文明!lJit!;

VIII I軒nのi;f;!li由 105



1(泌

に向けた社会講迄ーのtIl i主化1:-.允品~l1{êと考古資料の比較分析により研究してい

る

通去の主要望量繊"19'椙 3まで，

"Artifac臼 fromLayer 2: Jn r. '¥latsutani守 ed..Tt/l Kashkashok: Tht F.x.伺凶ー

tions at Ttll No. [1. (!.I.!.Î(Wf判l~'i). 1991. 

“Ubaid PO!lcry from K川 hk'hhok IJ: Typology and Chronology.. AL-

RAJマDANH. 1993. 

"Chronologv of Ubaid '1・ornb. from Kashka，hok s: F.xaminallon of tomb 

and potterヲ判uence:AI.-RAFIDAX 17. 1996. 

ほか佑t~.i.

過去2f車問の窮究実繍

「ウパイド文化におけるが1'1 レンガダ1]を伴うJ.;f;の締結 JrオリエントJ40-1 

1997 

fテル ・サラサート気l". 1;-ri:の 1:1t:~は泊る ウパイドからガウ手へJ[/可秋良

:宏ど鋼斜品 r名杭1神のエクスベヂイ γ4ンJ()必4反i点大学自ω例lリli弘y主:r行j'. I )，'山，'，J1 

j版誕/学l問渇のi過箇よ.t' .l].羽u化じ ， ，fぶよ〉米4択IUυI~徐お :剖部i). 見点!h必iλ大;マ午': 1ω99引7 

ほか6点

本学以外での教育活動

'，'.碕回大学文ヤl句I(1996・9ifl'l幻

学外活IJ

[ Jみよ丙アジア.J!5'r1j"{:公(総務上 r 1本オリエントγ:会

) i 111 俗久 I f! Q~' ひIl (1997. 7 ~!lj) 

略歴

1964.6令。 1987広応大 ・文・釘学本.ゆ90~巨大大学院人文 ・ 印将司l文 ・ 修 1:

u!科修 r. ゆ951.í]f呼 I:f.~f'，!.iil学. 1990インピ ・デリ一大乍官fヴ:(1991まで)。

1995 (財)~Uj研究会~'J 任研究U. 1996 'L正大乍非常勤i持制. 1997 *文附研究

開刻研究H。

研究活動の犠喪

中 111;ヒンドゥー教のωI7E。インド tif"[:諸派が教J!Jl!本系のf許制を|判!った時期iに~

1'1の神'予をE宣伝したカシミール ・シウaァ派の怒忽を uこ研究③叫に. [rf~忍;議論の

?で)11られる神秘 1)淀.I.!. .'. .t!.I. 'J.: (J:が~ -Jl:色白の形成過f，;¥の解8J]"l-以みている。



過去の主要業績 (1996.3まで}

fカシミール ・シャイヴァにおける jnanasakti パ-"'/タ派ミーマーンサ ー

のが7説と対!燃してJr印度学仏教学研究J4ト1 1992 

「シゲァーんぬにおけるぷ向イ乍m アビナヴァグフタにおける vimarsaと

P戸ra剖ly狗avama訂rs鈎aのm法Jr~点i花ミυJ点j示iυノ火〈ぐ，ρ乍‘

何ρ?学y主:1.仏ム教学研ヲ究¥:J2 1ω99似4 

「臼然法JtlJに反する恒例 カシミール ・シヴァ派のヨーが鋭にi刻する一考後」

"*}j~ 11 1995 

過去2年間の研究業績

“udaya and pralaya in lhe Spanda-SaSlra: jOZlma/ザ Indianand BuddhおtStud-

ies : Indogaku Buk紗ogakuKenkyu 45-2. 1997. 

.. An lnslancc of SyncreLism of the Spanda-and Pratyabhijna-systcms: Studies 

oJ Buddhist Cul何時: 8ukkyo B.mka KenりuRonshu 1. 1997. 

本学以外での教育活動

、，'L ù~大学経常学部 ・ 仏教学部 (1996 ・ 97 年度)

学外活動

(財)J.!iJi研究会(研究1J!i4託).日本町i皮ヤ:仏教ヤ会. Bhandarkar Oriemal Re-

search lnstitute. Pune 

菊池述也さくもたつや (1998.4係fs)

略歴

1969.9生。 1992京大 ・文 ・イスラム学卒. 1994 *六大γ院人文 ・イスラムザ .

修 j:深科修r.Il1]{f.・*火大学院人文社会 ・アジア文化研究 ・博J:深狩.進学. 1998 

同修r.lul{I~*文研研究機関研究日。

研究活動の懐蓑

10-11 I明己のイスマーイール派辺五I}のj点動力になった終ぶぬの様~i!:.彼らの終

ぷ論的tE、''11'1:を点;える宇宙論，イスラーム沼if~との関係を中心iこ. シ-7・ィス

マーイール派の思怨史を lごに研究している。

過去のミ主要業織(1996.3まで}

「ハミードゥ yディーン ・キルマーニーの知11'1:論Jrオリエ ントJ38・1 1995 

「ファーティマ制服イスマーイール派終ボム命の変容 ハミードゥッディーン ・

キルマーニーの役;別と怠縫JrオリエントJ4ト 1 1998 

VI1I 所nの訴動 lOi 



学外，孟動

11..t:オリエント乍会， rHλイスラム飽会
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IX 附属東洋学文献センター

見mュ文化研究所附Ir~*i下'字文~センター(以ド，本文献センターと略す)は，

東洋ヴ:に関するよ献 ・情報の収集と同内外の砂防'Uflこ対する各研:のドキュメンテー

ション ・サービスを('-1的として 1966{r;(1昭和411ド)に投ii'lされた。以米.アジ

ア研究のためのJ~本資料 (rl'[1<I ・ 籾鮮関係関J?，中l司新聞 ・ 雑誌の影印本管1. ア

ラピ7d'EZJ1iJ泌，l?「ダイパーコレクションJなとアジアuJJ:自滅の文献，新聞)の

収集を積極的に行い. これと銀行して 『点京大'字点ir二文化研究所漢籍分類目録J.

T東京大学東洋文化研究所現代'111'1<1.
'
f分綴目録J.1997年度ぶまでに合，;1.88絡を

数える rJ.lij下ザ:文献セン~-~空間』 の刊行などのドキュメンテーション ・ サービ

ス活動を進めてきた。 その他，毎年，令悶斜地の関.~Jft'îJの漢篤1PI当織民に対して

研修を実施し 'IA筋所{E調子t.i:集結f'.Fl1:o
l}旗本化作業などを行っている。

近年.ノド文献センターの情報iサービス活動に対するま~ð~iはますます多燥化して

おり.1剥内 ・同外におけるアジア研究資料のI元住凋1t.多J56資料の参考冷矧の

作成や文字文献以外の資料への対象拡仮とともに.tr'I報検索システムの作成と長

期的辰巳Eに J~ く資料品rtを遂行する必~があるo この第一段階としてみ;文献セン

ターは 1993 年度以米，み:研究所所級事W~I ド11司;1?(約 4 }j点)のデータベース化

を行ってきた。このデータファイルは1m刊本として 1996年度に|刊行したほか.

1997年度より wwwサービスを月]t、たインターネ・ノトによる共fci1利mを開始し

た。以 flζ本文献センターの現状と展唱を述べる。

1. データベースサービス

1.1.現代中岡Jfデ-'1ベースの wwwサービス

現代中i到乃は.全i判の大学i刈，lF81fをはじめ諸研究機関に急増し絞けている。-

)j. そのIlrJf体IJ録は全lr<l的にみても少むい状悦にある。そこで. r.吋内に:~~、憎し

ている寂代中岡J?の目録的機サーヒスをz可能にする第 l段階として，本文献セン

ターは.ぷ研究所pfr厳の別代"'1珂 ， I ~ (1990年度までに受入れた約4Ji，r:J)のデー

lX m踊東洋学文献セン?- 109 
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タベースft及びIfll(14' 11 Uの I~;1& "!: i fってきた。 1996lfl支には:rドゐ;として

nliJ;t入学東洋文化研究婦別I~ Ij '1時;可分お1・'i止・会.JIJを刊行した。

本年度には4>:)U~セン? がi"rP.tl世る Webサーパを'"いて. イン 7ーネシト

Lの以ドのじRLで， w¥¥'¥¥' "!: +'1川した検~長・システムを公1::1した。

http: www.info.旧仁仲間kyo・ac.jp cbooks 

1991 ~I" 支以降のデ ?に 2いてむ， R~t次入力していく

1. 2. ワーキンググルー7 ¥¥'G)によるデータベースft(下m
3つ(古典l5， 7ジア培.!.I\'.，'~. t.';鉱資料)のワーキンググループ (¥¥'G) を勾

岐L，以下の.，.んをii.，ている

1. 2. 1.古典縫い'C

4>:研究所所磁の A.( ，)111)えl'll，日今]ij;(時i， C. ('tU;り1，'のヂー?ベース化を

ffつ。

1. 2. 2. アジアml~ ，'~ WG 

A.全1.l!I朝鮮関係11;jミJ':~I虻|J}川政IIU.B.I判アジア研究'，1:.C. I'~ アジ.， I~Jí)'物

のデータベース化をiiぅ。

1. 2. 3.特殊fit.WG

ぶ研究祈F訴訟内実fi~ ;のデー P ベー文化をiT う。

1. 3. r人文研 ・ oI~;(6Jf決T:I[ltA内 flj税叫検条i(U 勺作成

';iおi大学人文科乍6)f'~婦附l必!.l.fiY'{:文献センターと j七 1." ，(， W¥¥'¥¥存利111し

た r人文liJf ・ 点文句fì:史lñIIUI"Hlj !]7，~1ílJ，検・糸fiJを f'pJえした。これは

r.o;lü;ï大学*作文化Il}f.ftl~ii'Yi1MHJtI m ・ afF名人r，~<引J (1973・75)

『点以大学~Wl文化研究祈淡?百分以f 1録占(1981) 

n長調l大?:人文科γωf'~1折淡路分'I.l'ì[li止・J:名人伝.IIli検J(1<J6:!・65)

n;t部大宇人文科マ研究1折淡sII1P. ，1'名人名jgj倹糸;J(11)';9・80

の4悔の(j録の F 刊行人伝説引lを対象として討議され.b..行乙‘ニーって.れu
uの検余対象撲nが記』占されるページ.および段などを検討tすることができる。

JJUf. 11.370作が人J).'sれており述III~式験を行っている。

2. ドキュ メンテーシ留ンサービス

2. 1. r.!.lli下'1:文献センデ-'l~ JilJの純mflJfiと.rセンS'-.IIlif，j・の刊行

rkく7ジア研究のためのレワァレンスlIf資料(内誌 ・fIU • ~" 凶 ・ 」引 ・ 資料



集て引を編集し， r外!i下?:文献センタ-~刊』として 1刊行している。 1997 年度zぶ

までに波l可65紛.;位1明IJW23 trt，合引l'88樹を数えることとなった<..<jI:，'f 112 

ページ以怖のリスト参照〉。引き続き rf:JI.m)りI¥Jの入}Jデータから110子休日

uを作成する。 fセン 7-i凶，j'Jは，本文献センターの活・動*i合，↑打線サービス

にl刻する供IJ1自lからの挺I1などをql心に綿糸し.諸機関に自己付している。 1997

年度までに 38りを刊行した。

2.2. *洋文化研究所械l}のt1録作成

ゐ;研究訴は 30mnを越える淡1ff. !lmrlJlliJ ， I~をf9f厳しており， i茂絡について

は， r~Ü友人JYJLiiiTz文化研究所漢籍分鋲口録J <本文縦 1973年，説勺|編 197511'，

補:iJ合1111鰯向J版 1981f下，総JT合flll縮E[JJ坂!fí 2 刷 1996 年)を刊行し，現代中間 ， I~

については， ru.l京大切>liir;文化研究所現代'1][1<1，I~分殺U録 ・ 泌-引 J (1996 'tf) 

を刊行した。また，Catalogue of lheバ叩bicM，削 uscri戸ts;11 the Daibtr Collectioll 

[!4ü;~大やù.l i下文化研究訴所桜アラビア必写本(ダイパーコレクション)目録]

< 1988 'cド. 日 1996句つを1者HI'した。

3. t集結所イ1:調fi i1i絡事里町促進 'jJ~

"j 'Ji~長の-mとして， 1980 年度から浅草書鍛I~l長期研修を実施している。 1997

年度は6) J 30 fJ -1 0 ) J 9 Uに'災施し， 9名が受講した。研修受講話aは，受議後

いずれもそのJ汚以閲Jf館のl()(織する淡EEの4質問作業をl泊始し，常時本文献センター

と.i!ll絡を保ちつつ作業‘を調理統しており， I以来を本げている。 1998年度も引き続

き淡結後関長J!Jlluf修を実施する予定である。

4. t定ZET宇iYIRtl?絵本化

ぷ研究所の淡締の中には求問冷;. "J1ft]ノド ・朝f(:flJJ!>.などの従軍J?が多数合まれ

ている。このため，乍内外のみならず.梅外からも多数の利用者があり， IさiJ;の

似粍も少なくなL、。口市3は文化財として緊急に保全般れを取る必要に迫られて

いたが，1989 "1:'良から予算が配勺されたため，研究所所磁波:軍需の恨併をなす大

本文!tI{を中心に抜本化を:だ胞し 1997"p支までに 324点の後本を作成した。

IX IIfHsl見li羊γ文献センター 111 
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5 資料の収集

1997年度 (12JJ-*現イoの受人数は. I苅，'~25 1111 (平日淡，'~2500).マイクロフィ

ルム 103リール(ホシ 103リ- Jレ)である。 4そ1折正義数lまl刈，'::15.423 11ft (干日浅川

14‘8911111， r1'-，'} 532 11>>). マイクロフィルム 4，262'} -Jレ(ポジ 959'} -Jレ. 不

ガ3.303リール)である。なお，新聞は 36持 <m物 13手.TI，マイクロフィルム切

手のを総統的に受入れている。

6. 令|吋文献 ・情報センタ 一文献.w総共催セミナー

全riil文献 .t{/鞭センターは，終センターが収集してきた資料情報をJよく研究.(;i'

に提供するため共骨liセミナーを開催してきている。本文臥センターは本年度 fi'J!

. j-:情報の凶綴交換」を.J;t邸入学人文科'T:研究所附属.!iW'WJ!:文献センターとJtl斗

でl対縦した。米年度以降も弱者続して開催していく。

7. 今後の}民情

本文献センターは.淡草書核開長期研修をi長年実』起し係機関のrJ!111jr~T.(f~fit長

び'lI'fJlll縦rI作業を随時文援する彩で. I'Ji籍鐙11M促進'Ji:J長.HIU延している。しかし

本研究所はアジア全地岐を研究対象としており.アジア必du古の1'1illな資料を保

fjしているため， それらについても研修および他機関との共刷れ業の実絡が曜ま

れている。

本研究所はJ;-，lj-資料や美術資料なと、の.ifiJ影資料を多数J升威している。これらの

造形資料を磁像データベース化しインターネ y トをi虚して公開することが守Jま

しt、。

本研究所は，カセサート大学(タイ).昏港大学.シンガボール大学との協定

に)1づき， i1ij外研究JJ~地を投i丘している。 これらの研究}J地は.資料収~とと↑tj級

交担砲をその.11:まE・な活動の一環としており，アジア必地域の文i!ik.t.';織の多九五it処

I'Mシステムf'fりに今後もJJA進していきたt、。

J.lt~;t大，l'(:東洋文化研究所東洋学文献センター叢 I~j既刊一覧 t ・ 4凪札}

'm・l紛 *作文化研究所'*i下学文献センタ一 新収凶ml1A(1昭如41年度)

1968 



-努L1転! it'i代地}jl$J資料!t(・) ゆ68

・安13 tll iM\:地}jllJ資料~ (.:) 1968 

・?fI 4 紛岡鉱~訳論文 ・ 削船批判文献rlu 1969 

・ms紛悌 達 夫 資 料 円69

'~ï6 tl.1 *洋文化研究所*IY"'{:えrI!.l.センタ一 新以I:><jm J総 (11{Hlll2・43!rr的
1970 

・ttiHll 制鮮研究文献11U '11.1 I'抑制 (1:) 1970 

・m8tl.1 '問鮮研究文献11U '1'1 .r~ I :ね (1 11 ) 1970 

・ ~1 9鮒朝鮮研究文献[lU '111 I'i1ri:r (ド) 1970 

・お 10tll 学大~'，文献U封 1970 

l・ 第 11 紛旬J f!hi:縫j1J両鴻jJ~ t" J録 1970 

-ワi12制 朝鮮研究文献 JU tl\ir~lf口 ・ 同~:汚名主主'H 1970 

・お 13tll f年iß1:~注釈A~'J1 1971 

・m 14鮒 1930年代tド同文i::維;tl.:(・) 1971 

. m 15 tl.I ~'Jl鮮研究文献 1 JU ，;命火 ・，iJ.!!J ~日( 1) 1972 

・tti16紛 <~Jij:研究文献 t JU ，;(，ijと・I!L!・F口(日) 1972 

・m l7紛紛鮮研究文献， IU ，;命文 .，ìL! !J~ t:1 (凹) 1972 

第 18紛 fls述犬資料補q (1:) 1973 

'?fI 19紛 切結1銭主主諸ぶ純正 1973 

安J20紛 n録学 1973 

守J21紛 .(EIT司祭主桑弓1 1974 

m22紛 iiB.i主メミ資料hli編(ド) 1974 

-ヨ¥23 tll i _) 1・m陵情 Hi.l.t Jt以1:lî~J ，t'・ルド資料集(ー) 1975 

m 24 tl.I ir:同紙訳文乍辺lI~Jfin'!l 1976 

m25似t '-)[:FH隊問十車II .It>;C I :lfIiギルド資料:!t('，) 1976 

努126tll 民間以来人名す;IJFillf，泌'JI 1977 

ヨ¥27紛 fj'-九三七年七ー九 t七年 日本現{i短期宗本中国進U1J.!iJf総[1(う

1978 

守J28 m Utrnlt1l:時1・ta.It>;t [，t'liギルド資料~ (]  1978 

m 29 'I.U 111[J払:奨文芸FI'みにおける制，J~ ・ ，]1川文献目録 1978 

m30附 ， :JHHI没防 l:tlJ Jt>;t 1:，I'Iiキルド資料集(内) 1979 

m31附儀礼政致正 (1:) 1979 

第 32tl.I 儀礼続放lF(ド) 1979 

お133艇1 LJ十回殴I¥'iJ:tll .ib;( I:，t'liギルドfiH~ (瓦) 1980 

IX '1凶党ft7文tI.センター 113 
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ワi3-4総小説11報(19201月11)総IIU 1980 

ワ)35必 コミンチルンit則刊行物 1111 ii.l関係諸説 ・記・11#";1 1(}81 

~136紛終迅x.，i ;llJ，~;'{i'JI 1 '181 

お37flt n -)L "じlJ'i:・)L.' L:~I' If 4-:現{子ぬ期待本'1'1'判t;.J.~iêiH総11 ( ".) 

1982 

完~38紛臼九七{I'i:"九-じtド 11 4-:~見μlI;jJUI~""11114純t:f.お;e1lf総11( :) 

1982 

歩~39 tlt f' Jt!HPlfo，9 Ha ~W U'Ii γJ~ ド資料!としリ 1983 

¥ii 40幡東洋文化研究所併設中国1:地文丹目録 ・解説(1) 1983 

ワ141W (J .九 l じiI'i: "Jt '.七W rJ 4>-~Ui~..!納得本"Immlぉ♂'i総n (例)

1983 

;r. 42紛校合ふ人-也丈HIι，1 (1) 1984 

¥ii 43紛 『納民地相f.，込.(Kolonwalηリdschrift)I折q足論文1"1録 19B.} 

司~ 44 Of.lI 校{i，j>: 人:l!!l'l!叫令.'~ ("1) 1985 

お45総 itl荷量，~Iメ車1i!!.1kk邸1ft料!u 1985 

お46総:+;之1m:与'.ki';1 1985 

ヨ147tif 佼合ふ大Al&'l!J己全;'1(ト) 1986 

・W-48紛 lMji:文化研究新婦必 ， 1 11対 1:地之、ヰm品 . ，.，...~ (ド) 1'l86 

• tt149 鉛詐~fI!? h1i紛 ~~Uiji鉄-!i1担~W:録(ん 1987

首~ 50 tll 抗111111~，li#.';. 1987 

ヨ¥51 W '11 情人l~Jtflllíil • ，;，リIm(l'.l:義人民共利I吋 車並行貯(f:J.( 1987 

W 52 fJJ .，草lliI政治エリー卜附究資料 i段位と時}慌 1987 

ヨ~ 53 ttt 1'1 .)L '.じ{I:í~ ・h ~じ11' 11本現作短期:~;-1>:" 11 '4 ~f !L:.1i! 1 H総1I(Ii.) 

1988 

・ ~l54 転t ciHffw. i:fifrtif "品化j，iÞ:~拠主!U (ド) 1988 

ワI;i5紛 i羽iぷ.1，!l.A:nI師1'rJ1版文ぷdl ff靭]r，11.lr宗教 ・!4121資料 1988 

ワ156総 n 1L : Lll;-n -九 tヒlj' 11 }".JJU i短期本，j>:'Jl[川雄Uぷ己1)1総I1(人】

1988 

司l57紛 lill.i主}:;;資料総1fUr:ltlドl~ (1.) 1989 

W 58 W rI 九:じ年半・)L:じw日本現(i.'JIJ.期:f;本"11iiJ制tU~とH総11 (仁)

1989 

W 59 tll !i11.i主夫?m総IIU附年，ltl'(ド) 1990 

W60紛山州たり白河内llt1r.:T (・) 1990 



努'i61紛 (1 ，Jt "仁年七・九.ヒ'1: l:J 4'JJUi短期容ふ11I副総誌4dill総11(八}

1990 

o 62f.U n '九 1じ年七・)t'じiド EI ，PJUr短期宗本小伝1 }jttJ.~ii!fJi総11 υL) 

1991 

あ63紛 rI -)L :じ1('令~ )L ，じ11' 11 本現(f~iltll:SA，q Ili~純はよ:iî..!"~総 I1収 4

維。主fうヲI<;'JI 1992 

立164担!;Ihis災rI.ic (fい!HO'r18 )い日米 1948"1'2 JJ 1811) 1993 

m65~1 許俗博 1:1折厳尚 ":'Ukぴ J:lt!!Jj!約文月 乾ぶ院文il:(1)削ilril出|メ 1'，

地契約X:ll~ 199:> 

別紛) !Ufs(大学!.Iu下文化研究叫淡泊分;JUl主主 w名 ・人%以'11)・);(1:11大ザ:

人文利学研究)fr浅間分以IIU(i!}れ・人名.il!i検}合併 |川((1脱出榊完了;

ん 1975

切I'IU2 侮外)j庁イ1:tI ，[付絵IlhillU(γ メリカ ・カナダ縦) 1977 

・)JII'Il.t:3 ぬ外所.(f小{吋絵IlhillU(以íHア J ア ・ ヨーロッ，~何) 1981 

・世IJt114 f I -1>:，折{l.'ドi同絵凶illU(，'J'院給) 1982 

別組1:; LABRA:¥'G '1主交'むのI.\~1'r純H'i 1982 

• jJIJtJl 6 ， J本所在中l!!l絵I前Iru (~，'物館潟) 1982 

-月IJ総 7 [)本所夜中肉絵l珂IIU(的人硲!l!rm 1983 

別組I8 "11斗経済関係鯵誌記*総IIS.止(-) rljl外経済問問Jrm~ 'rJ 1f11J 

rr肉、1:月刊J 1983 

日IJ紛 9 ，后)ifl.1与京'J1 ()') 19B4 

)J11鮒 10 ，伝奇11，;与'ぷ・11(ト) 19B4 

別組11 1 '1 '嗣経済関係維.!t:Jc'Ji総l.lU ('.) rr斗際貿弘i，q;W.J 19B') 

j)IJtJ! 12 111附句読関係維よtoe'Ji*
，.¥I"U ' =.) r中HHT1JJ 1985 

jJIJtJ!13 P

内f*行政雄必:j dl以内 Jヒ ・ ~'lif 1 U A Calalogue of lhc 'Hl1cb 

in Tijtl5hriJt 刷 rhtl 8，"nt抑 nds(h&1凶 r) 1985 

jJIltJll4 III[!~経済関係維ZL心・J~総IIU (附)銀行過報J(1:) 1987 

)J11制 15 が秋iT同『絞，U~IJIJ\I :J )':1本.il!iri' 1I I1J1WifH 1文下i'in 1988 

別tu16 小川経済関係織犯;;lciJ~総IIU (11.) r銀行.i!1判1J(F) 1989 

・jJllt.U17 ifrj外所作'II~同絵IlhillU 改，:rmhliJ¥Ji(ヨーロ yパ制) 1992 

・)JIIW18 iflJ外月ITrEIII[.1iJ*会IlhJlIU 改::rWIMi版{アメリカ ・カナダ似 し 本文

tl.D 199-1 
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. ~)II.骨 19 泌外所.(Erll図絵画M録政，ifWI補綴 (7 メリカ ・ カナダ縦 ト索.;1

縦) 1994 

別fU20 r販 .'f偽記JJE統制合併刊行rl~ 1995 

.5)11紛21 海外所(1:ψ11<1絵l尚伺録改。f地織J:tx(*7ジ7縦) 1997 

・])11紛22 円本所(f中国絵i由i十|録続編 1998 

])11紛23 )ミu!史文献は録 1998 

r.Yi1持所4守.凋ft幸f11号J?

.1. 長的大学附属I刻S館終済学部分館i1ii1iff分類は録 ・ 熊本大学附~倒苫館総合

文JOIO:決箱分Ui[l録 1980 

2目 新縄県立新潟[虫Wft官淡務分類円録 ・新発問di立凶.Ij官官淡結分類付録 1982 

3. 愛媛大学附)jJt~I.I~館淡路U録 ・ 汚名人名家51 1984・85

大将1コレクション目録

Catalogue 01 the A rabi， Manuscritts in the Dαiber Collection， J間 titute01 0河ental

Culture， University 01 Tokyo， by Hans Daiber [*~大学*洋文化研究所所

級7ラビ7;;吾'弓ノド(ダイパーコレクション) I:J録) 1988 

Catalogue 01 the Arabic Manuscritts in the Daiber Co/lection n， Jnstitute 01 Orien-

tal Culture， Universiり01Tokyo， by Hans Dajbcr [J.lu;t大学東洋文化研究所

所厳アラビア言書写本{ダイパーコレクション n)I1録) 1996 
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